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市の人口　50,670人
・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（ 　 ） 内 は 前 月 の 統 計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（ 　 ） 内 は 前 月 の 統 計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（ 　 ） 内 は 前 月 の 統 計市の人口　50,355人

・男 24,864人（25,153人） 世帯数 20,181世帯
・女 25,491人（25,669人） （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（ 　 ） 内 は 前 月 の 統 計市の人口　51,058人

・男 25,158人（25,173人） 世帯数 21,438世帯
・女 25,900人（25,914人） （21,439世帯）

12月31日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

1.20『習字ってムズカシイ…』
（１月６日・むつ市かきぞめ大会にて）

●編集・発行　むつ市企画部広報広聴課　�22-1111　〒035-8686　むつ市金谷１－１－１
ホームページＵＲＬ� http://www.city.mutsu.aomori.jp　２００４年　第５７５号
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Ｐ
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リ
サ
イ
ク
ル
Ｑ
＆
Ａ
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１ 

パ
ソ
コ
ン
の
排
出
は
ど
こ
に
申
し
込
め
ば
い
い
の
？

Ａ 

１ 

パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
た
メ
ー
カ
ー
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
受
付
窓
口
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や

電
話
番
号
、
営
業
時
間
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
販
売
店
や
郵
便
局
へ
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ 

２ 

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
を
排

出
す
る
時
、
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
？

Ａ 

２ 

回
収
再
資
源
化
料
金
は
、
各
メ
ー
カ
ー
が
独
自
に
設
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
参
加
メ
ー
カ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

３ 

す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
に
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
つ
く
の
？

Ａ 

３ 

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
参
加
メ
ー

カ
ー
の
家
庭
系
パ
ソ
コ
ン
に
限
り
ま
す
。
参
加
メ
ー
カ
ー
各
社
が
事

業
系
パ
ソ
コ
ン
と
判
断
し
た
物
は
、
マ
ー
ク
は
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ 

４ 

排
出
の
際
、
パ
ソ
コ
ン
は
梱
包
が
必
要
で
す
か
？

Ａ 

４ 

郵
便
小
包
と
し
て
配
送
す
る
の
で
、
梱
包
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
へ
の
箱
詰
め
や
輸
送
途
中
で
破
け
な
い
よ
う
な
簡
易

梱
包
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン（
本
体
）

と
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
は
別
々
に
梱
包
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

５ 

対
象
と
な
る
製
品
と
回
収
再
資
源
化
料
金
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ 

５ 

次
の
４
製
品
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
機
器
》

・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
（
本
体
）　
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

・
Ｃ
Ｒ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
　
・
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

※
ご
購
入
時
の
標
準
添
付
品
（
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ケ
ー
ブ

ル
な
ど
）
も
一
緒
に
回
収
し
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｆ
Ｄ
は

含
み
ま
せ
ん
。

※
プ
リ
ン
タ
等
の
周
辺
機
器
、
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
、
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
携
帯
情
報
端
末
）
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
料
金
お
よ
び
申
し
込
み
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　資源有効利用促進法に基づき昨年10月１日からパソコンメーカーによる家庭系

使用済パソコンの回収・再資源化が開始されることになりました。

　このため、対象となる家庭系使用済みパソコンは、メーカーを通じてリサイク

ルを行なうことになります。

　そのため市では粗大ごみや不燃ごみとしての取扱いはいたしませんので、市民

のみなさまおよび販売店のみなさまには、制度の趣旨をご理解いただき、リサイ

クルにご協力をお願いいたします。

家庭で不要になったパソコンの

回 収 方 法 が 変 わ り ま す

回
収
の
し
く
み
と
申
込
の
方
法
に
つ
い
て

①
回
収
の
申
し
込
み

　
ま
ず
、
家
庭
系
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を
排
出
す
る

方
が
、
メ
ー
カ
ー
に
回
収
の
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

②
料
金
支
払
用
紙
郵
送

　
回
収
の
申
し
込
み
が
メ
ー
カ
ー
等
に
受
け
付
け
ら

れ
る
と
、
回
収
再
資
源
化
料
金
の
お
支
払
い
に
必
要

な
用
紙
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

③
料
金
支
払

　
各
メ
ー
カ
ー
等
の
所
定
の
方
法（
郵
便
振
込
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
支
払
い
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
）
に
よ

り
料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

④
輸
送
伝
票
（
エ
コ
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
）
等
が
到
着

　
料
金
の
支
払
い
が
完
了
す
る
と
、
専
用
の『
エ
コ

ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
』が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

⑤
梱
包

　
家
庭
系
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
を
梱
包
し
、
送
付
さ

れ
た『
エ
コ
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
』を
梱
包
し
た
箱
等
の

見
や
す
い
場
所
に
貼
り
ま
す
。

⑥
梱
包
済
み
の
パ
ソ
コ
ン
を
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を

除
く
）
に
持
ち
込
む
か
、
郵
便
局
に
戸
口
回
収
の
依

頼
の
連
絡
を
し
ま
す
。

⑦
配
送

　
郵
便
局（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）
で
は
、
梱
包
し『
エ
コ

ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
』を
貼
付
さ
れ
た
家
庭
系
使
用
済

み
パ
ソ
コ
ン
を
メ
ー
カ
ー
の
再
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に

配
送
し
ま
す
。

※ＰＣリサイクルマーク付きパソコンを排出
する場合は②、③の手順は不要です。
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市政だより有料広告

募　集　中！！
市政だよりに広告を掲載しませんか？

☆下１段（たて5.2cm×よこ17.8cm）………31,500円

☆下１段の1/2（たて5.2cm×よこ8.8cm）…15,750円

〈詳しくは〉市広報広聴課 �22-1111内線252

家庭用パソコン排出時のメーカー等の受付窓口・回収再資源化料金一覧

（ＰＣリサイクルマークがないもの）

〈詳しくは〉

市廃棄物対策課廃棄物対策係 �22-1111内線343

メーカー名

株式会社アイ・オー・データ機器

アイシーエムカスタマーサービス株式会社

アップルコンピュータ株式会社

株式会社アドテック

株 式 会 社 イ ー ヤ マ

ＮＥＣ三菱電機ビジュアルシステムズ株式会社

株式会社エムシージェイ

ＬＧ電子ジャパン株式会社

沖電気工業株式会社

カシオ計算機株式会社

三 洋 電 機 株 式 会 社

シ ャ ー プ 株 式 会 社

セイコーエプソン株式会社

株式会社ソーテック

ソ ニ ー 株 式 会 社

九十九電機株式会社

デルコンピュータ株式会社

東京特殊電線株式会社

株 式 会 社 東 芝

株 式 会 社 ナ ナ オ

日本アイ・ビー・エム株式会社

日本サムスン株式会社

日 本 電 気 株 式 会 社

日本ビクター株式会社

日本ヒューレット・パッカード株式会社

日本ユニシス株式会社

株式会社日立製作所

富 士 通 株 式 会 社

松下電器産業株式会社

三菱電機インフォメーションテクノロジー株式会社

株 式 会 社 リ コ ー

ロジテック株式会社

電話番号

076-260-3616

0120-019-038

03-3553-3782

0120-59-7109

025-523-9207

03-5821-2778

048-763-9905

03-3588-1108

0120-490-988

055-273-3678

0120-35-3434

0120-845-530

0120-545-066

調整中

0570-000-369

03-3253-5595

044-556-4298

03-5821-2778

043-303-0200

03-5821-2778

0120-559-592

03-5821-2778

0120-977-121

046-278-1940

042-352-5924

03-3768-4410

0120-12-5006

03-5715-3140

0120-87-3029

03-5821-2778

045-477-2760

0265-74-1447

受付時間

月～金

月～土

月～金

月～金

月～金

月～金

月～土

月～金

月～金

月～金

月～金

月～土

月～金

9:30～ 18:30

月～金

月～金

月～金

月～金

月～金

月～金

月～金

月～金

9:00～ 17:00

月～金

月～金

月～金

月～金

月～金

9:00～ 20:00

月～金

月～金

月～金

ホームページアドレス

http://www.iodata.jp/support/

http://www.icm-cs.jp/file/pc_recycle.html

http://www.apple.co.jp/hotnews/index.html

http://www.adtec.co.jp

http://www.iiyama.co.jp

http://www.pc-eco.jp

http://www2.mouse-jp.co.jp/user_support/index.asp

http://www.lg-japan.com/

http://www.oki.com/jp/

http://www.casio.co.jp/

http://www.sharp.co.jp/corporate/eco/recycle/pc/index.html

http://www.epson.co.jp/ecology/index.html

http://www.sotec.co.jp/recycle/

http://www.sony.co.jp/pcrecycle/

http://www.tsukumo.co.jp

http://www.dell.com/jp

http://www.pc-eco.jp

http://dynabook.com/pc/eco/recycle.htm

http://www.pc-eco.jp

http://www.ibm.com/jp/pc/service/recycle/personal.html

http://www.pc-eco.jp

http://121ware.com/support/

http://www.jvc-victor.co.jp/interlink/xp/index.html

http://www1.jpn.hp.com/info/company/community/recycle.html

http://www.unisys.co.jp/recycle/

http://www.hitachi.co.jp/pc-recycle/

http://azby.fmworld.net/recycle/

http://panasonic.biz/pc/recycle/index.html

http://www.pc-eco.jp

http://www.ricoh.co.jp/

http://www.logitec.co.jp/corp/corp.html

デスクトップ

パ ソ コ ン

-----------

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

ノートブック

パ ソ コ ン

-----------

3,000円

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

液晶ディスプレイ

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

未

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

-----------

3,000円

CRTディスプレイ

-----------

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

定

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

液晶ディスプレイ

一体型パソコン

-----------

3,000円

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

-----------

-----------

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

-----------

-----------

3,000円

-----------

3,000円

-----------

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

-----------

3,000円

CRTディスプレイ

一体型パソコン

-----------

4,000円

4,000円

-----------

4,000円

-----------

4,000円

-----------

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

-----------

-----------

-----------

4,000円

-----------

4,000円

-----------

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

4,000円

9:30～ 12:00

13:00～ 17:00

10:00～ 18:00

9:00 ～ 17:00

9:30 ～ 12:00

13:00～ 17:30

9:00 ～ 17:30

9:00 ～ 17:00

10:00～ 19:00

9:30 ～ 17:30

9:00 ～ 12:00

13:00～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

10:00～ 17:00

11:00～ 19:00

9:00 ～ 12:00

13:00～ 17:30

9:00 ～ 17:00

10:00～ 17:00

9:00 ～ 17:00

10:00～ 17:30

9:00 ～ 17:00

10:00～ 18:00

10:00～ 12:00

13:00～ 17:00

9:00 ～ 17:30

9:30 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:00 ～ 17:00

9:30 ～ 12:00

13:00～ 17:00
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事
務
事
業
の
見
直
し

◎(

財)

む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社
の
管

理
運
営
の
改
善

　
公
社
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
、
先

の
報
告
で
公
社
改
革
案
と
し
て
提
示

し
た
３
案
を
検
討
し
た
。

　
１
案
は
、
公
社
運
営
に
期
待
さ
れ

た
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
な
い
の
で
廃

止
し
、
直
営
と
す
る
。

　
２
案
は
、
公
社
職
員
の
給
与
を
大

幅
に
見
直
し
、
さ
ら
に
観
光
物
産
館

の
食
堂
、
売
店
を
公
社
直
営
と
す
る

こ
と
に
よ
り
収
益
を
上
げ
、
経
営
の

健
全
化
を
図
る
。

　
３
案
は
、
公
社
が
委
託
し
て
い
る

清
掃
、
夜
間
委
託
等
を
可
能
な
限
り

自
前
で
行
な
い
、
給
与
水
準
を
類
似

施
設
水
準
ま
で
引
き
下
げ
、
大
幅
な

経
費
節
減
を
図
る
。

　
３
案
の
う
ち
「
第
１
案
」
に
決
定

し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、

当
面
は
、
公
社
と
し
て
存
続
す
る
に
し

て
も
、
公
社
職
員
の
給
与
の
見
直
し
は

必
至
で
あ
り
、
県
内
の
類
似
施
設
、
市

内
の
類
似
団
体
の
職
員
の
賃
金
の
実
態

を
十
分
考
慮
し
、
段
階
的
に
引
き
下
げ

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　
今
後
の
施
設
管
理
に
お
い
て
は
、

地
域
と
主
体
的
、
積
極
的
な
関
わ
り

を
持
ち
、
施
設
に
対
す
る
地
元
の
理

解
、
地
域
住
民
、
各
種
団
体
等
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

む
つ
下
北
観
光
物
産
館
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
近
隣
に
、
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
産
業
拠
点
施
設
を
含
め
た
公
共

施
設
の
一
体
的
管
理
方
法
を
考
え
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
た
。

◎
集
会
所
土
地
借
り
受
け
補
助
金
制
度

の
見
直
し

　
行
革
大
綱
に
は
、「
公
平
性
に
つ
い

て
問
題
が
あ
り
、
見
直
し
を
図
る
」と

定
め
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
取
組
み
方

針
と
し
て「
毎
年
順
次
補
助
金
を
減
額

し
、
い
ず
れ
廃
止
す
べ
き
」と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
沿
っ
て「
公

平
性
の
確
保
と
住
民
負
担
」と
い
う
こ

と
に
焦
点
が
絞
ら
れ
論
議
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
本
方
針

は
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
後
退
と
も
受
け

止
め
ら
れ
る
も
の
と
の
論
議
も
あ

り
、
次
の
よ
う
な
対
応
策
を
講
ず
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

・
本
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
大
綱

に
お
い
て
、
段
階
的
縮
小
廃
止
を
目

指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
過
重

な
住
民
負
担
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
の
重
要
政
策
の
ひ
と
つ
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
後
退
感

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
当
面
、
現
制

度
を
維
持
し
つ
つ
、
交
付
額
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
２
分
の
１
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
激
変
緩
和
措
置
と
し

て
、
当
分
の
間
、
町
内
会
負
担
は
、

そ
の
さ
ら
に
２
分
の
１
と
し
て
、
年

10
万
円
以
下
に
抑
え
る
。

・
市
有
地
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、

不
公
平
感
が
残
る
も
の
の
、
過
重
な

住
民
負
担
を
回
避
す
る
た
め
、
当
面
、

引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

・
市
に
寄
付
さ
れ
た
集
会
所
用
地
は
、

町
内
会
の
法
人
化
を
条
件
に
順
次
返

還
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

・
集
会
所
用
地
取
得
補
助
金
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
段
階
で
の
創
設
は
極
め

て
難
し
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
新
市
に

お
け
る
広
域
的
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、

改
め
て
検
討
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

《
今
後
の
対
応
》

　
前
記
の
と
お
り
、
行
革
の
方
向
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
長
報
告
の

結
果
、
不
公
平
感
が
解
消
さ
れ
な
い

結
果
と
し
て
は
、
一
部
分
の
実
施
は

避
け
、
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
と
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
行
革
推
進
本
部
に

お
い
て
、
継
続
し
て
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し(

試
算
額

の
策
定)

　
は
じ
め
に
、
む
つ
市
の
実
情
を
把
握

す
る
た
め
、
使
用
料
・
手
数
料
の
実
態

調
査
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
む
つ
市
の
指
針
と
な
る
基
準
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
た
め
、
先
進
自

治
体
の
指
針
事
例
を
参
考
に
調
査
・
研

究
・
検
討
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、
使
用
料
・
手
数
料

の
原
価
算
定
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
、
設
定
基
準
を
策
定
す
る
。

　
今
後
、
本
格
的
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

作
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

◎
生
活
保
護
事
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

推
進

１
・
生
活
保
護
の
現
況
事
務
と
問
題
点

の
分
析
を
実
施

　
市
町
村
合
併
を
見
据
え
、
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
必
要
が
不
可
欠
で
あ
り
、

効
率
的
な
機
器
を
導
入
す
べ
き
と
の

結
論
と
な
っ
た
。

２
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
方
式
と
汎

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
方
式
双
方
の
比
較

検
討
を
実
施
。

　
五
所
川
原
市
、
弘
前
市
、
十
和
田

市
お
よ
び
黒
石
市
の
導
入
事
例
を
参

考
に
検
討
し
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
サ
ー
バ
方
式
が
選
択
さ
れ
た
。

※
用
語
説
明

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
…
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

（
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
）
と
サ
ー
バ
（
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
側
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
）
が
同
期
を
取
り
な
が
ら
処

理
を
進
め
る
。

・
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
…
事
務
処
理
か
ら
技
術

計
算
ま
で
の
幅
広
い
用
途
に
使
え
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
、
こ
れ
を
電
算
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ス
ト
・
マ
シ
ー
ン
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

《
今
後
の
予
定
》

　
合
併
に
対
応
し
た
生
活
保
護
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
開
発
期
間
が
短

く
低
価
格
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
方

式
に
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
方
針
。

　
今
後
は
、
仕
様
を
策
定
し
、
生
活

保
護
適
正
化
推
進
事
業
補
助
金
の
利

用
に
よ
り
導
入
を
図
る
。

　
市
で
は
、む
つ
市
新
行
政
改
革
の
措
置
事
項
の
進
捗
状
況
を
平
成
15
年
７
月
25
日
に
第
１
回
目
と
し
て
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
の
行
革
推
進
本
部
各
専
門
部
会
に
お
い
て
、
７
月
〜
11
月
に
お
い
て
精
力
的
に
検
討
会
議
を
開
催
し
、
11
月
28

日
に
行
政
改
革
審
議
会
へ
報
告
を
行
な
い
、
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
平
成
16
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
措
置
事
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
結
果
と
し
て
、
事
務
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

『
む
つ
市
新
行
政
改
革
大
綱
』
に
掲
げ
た

措
置
事
項
の
進
捗
状
況
報
告
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◎
行
政
情
報
化
の
推
進

１
・
む
つ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
提
供
の
充
実

・
各
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
。

　
管
財
課
、
む
つ
下
北
地
域
市
町
村

合
併
協
議
会
が
新
た
に
開
設
し
、
全

体
で
７
部
署
が
市
民
に
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。

　
平
成
15
年
10
月
末
現
在
の
む
つ
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数

は
、
38
万
１
千
７
１
１
件
。

・
情
報
提
供
の
充
実

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
即
応
性
と

広
域
性
を
活
用
し
た
情
報
提
供
と
し

て
入
札
契
約
情
報
、
臨
時
職
員
募
集

要
項
な
ど
を
掲
載
し
た
様
式
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
可
能
と
し
た
。

　
戸
籍
、
住
民
票
の
申
請
書
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
に
よ
る
郵
便
申
請
実
績
は
35

件（
３
月
〜
10
月
）。

２
・
予
算
執
行
上
の
伝
票
作
成
支
援
シ

ス
テ
ム
の
機
能
ア
ッ
プ
促
進
。

３
・
電
子
自
治
体
の
構
築

・
各
課
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
か
ら
予

算
執
行
に
必
要
な
各
係
一
台
へ
パ
ソ

コ
ン
を
整
備
。

　
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
の
パ
ソ
コ
ン
は

平
成
14
年
10
月
165
台
か
ら
平
成
15
年

５
月
180
台
と
な
っ
て
い
る
。

　
設
置
が
必
要
な
対
象
職
員
数
396
人

に
対
し
、
充
足
率
は
45
％
と
な
っ
て

い
る
。

◎
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｇ
Ｗ

Ａ
Ｎ
）
の
整
備

　
行
政
事
務
を
電
子
的
に
行
な
う
た

め
の
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
今
年
度
中
に
構
築

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
合
併
構
成
市
町
村
の
風
間
浦
村

が
、
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
を
単
独
で
平
成
16

年
２
月
末
頃
を
目
処
に
、
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
７
市
町

村
が
風
間
浦
村
を
代
表
と
し
て
の
共
同

参
加
方
式
で
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
種
公
文
書
が
電
子

的
に
収
受
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
今
後
の
予
定
》

１
・
各
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
支

援
す
る
研
修
会
の
実
施
お
よ
び
市
民

に
対
す
る
迅
速
な
情
報
提
供
と
し
て
、

ス
キ
ー
場
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
掲
載
。
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
拡
大
。

２
・
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
住
基

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
と
運
用
。

※
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
…
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
住
民
が
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
、
電
子
税

申
告
な
ど
を
可
能
と
す
る
た
め
の
、
秘
密

鍵
、
電
子
署
名
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
電
子
的

印
鑑
証
明
の
機
能
を
住
基
カ
ー
ド
に
格
納

す
る
サ
ー
ビ
ス
。

３
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
に

鑑
み
、
職
員
を
対
象
と
し
た
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
研
修
の
実
施
。

組
織
・
機
構
の
見
直
し

◎
連
絡
所
お
よ
び
分
室
の
廃
止

　
検
討
結
果
と
し
て
、
田
名
部
連
絡

所
、
大
湊
連
絡
所
お
よ
び
川
守
町
分

室
は
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
廃
止
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
連
絡
所
等
を
利
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
と
し
て
、

特
に
取
扱
金
額
の
７
割
を
占
め
る
市

税
等
に
つ
い
て
は
、
当
初
検
討
事
項

と
し
て
提
案
さ
れ
た
６
項
目
を
検
討

し
て
き
た
が
、
時
期
尚
早
の
対
策
項

目
が
多
く
、
即
可
能
な
も
の
と
し

て
、
①
平
成
15
年
４
月
か
ら
利
用
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
郵
便
局
も
含
め

た
口
座
振
替
に
移
行
し
て
も
ら
う
こ

と
、
②
口
座
振
替
の
で
き
な
い
利
用

者
に
は
各
町
内
会
等
の
納
税
貯
蓄
組

合
に
加
入
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
の

推
進
で
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
廃
止
し
た
場
合
に
お

い
て
、
利
用
者
を
少
し
で
も
受
け
入

れ
る
べ
く
、
市
役
所
の
窓
口
業
務
の

時
間
延
長
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

が
、
他
自
治
体
の
実
施
状
況
か
ら
、

導
入
し
た
あ
と
に
お
い
て
利
用
者
が

極
端
に
少
な
い
状
況
等
か
ら
、
当
市

と
し
て
は
、
繁
忙
期（
毎
年
３
月
か
ら
４

月
）
に
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
す
べ

き
と
の
結
論
付
け
に
達
し
た
。
ま

た
、
必
要
と
判
断
す
る
関
係
部
署
に

お
い
て
、
適
宜
対
応
す
べ
き
で
あ
る

と
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
確
た
る
適
切
な

対
応
策
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
措
置

事
項
に
掲
げ
て
あ
る「
行
政
に
求
め
ら

れ
て
い
る
組
織
の
ス
リ
ム
化
お
よ
び

経
費
の
節
減
、
効
率
的
な
事
務
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
」の
た
め
に
、
平

成
16
年
４
月
か
ら
の
廃
止
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
１
月
か

ら
の
残
り
３
か
月
間
で
徹
底
し
た
Ｐ

Ｒ
活
動
と
周
知
に
向
け
た
十
分
な
努

力
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
実
施
時
ま
で
は
、
で
き
る

限
り
の
利
用
者
の
実
態
を
分
析
し
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
の
な
い
対
策
を
引
き

続
き
検
討
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

定
員
管
理
の
適
正
化

◎
退
職
者
不
補
充
の
推
進

　
平
成
15
年
度
の
退
職
予
定
者
は
、

現
時
点
で
16
名
と
な
っ
て
お
り
、
う

ち
定
年
退
職
が
14
名
、
勧
奨
お
よ
び

普
通
退
職
は
２
名
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
は
、

原
則
的
に
不
補
充
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
が
、
業
務
遂
行
上
必
要
最
少
限

の
人
員
確
保
を
図
る
べ
く
５
名
の
新

採
用
を
予
定
し
て
お
り
、
一
部
補
充

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
市
町
村
合
併
を
見
据

え
な
が
ら
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

◎
施
設
管
理
業
務
等
の
民
間
委
託
推
進

に
よ
る
職
員
の
削
減

　
民
間
委
託
の
進
捗
状
況
か
ら
見
る

と
、
保
育
再
編
計
画
に
関
連
し
た
大

平
町
保
育
所
の
民
間
移
譲
が
進
行
し

て
お
り
、
具
体
的
に
は
、「
保
育
再
編

計
画
の
確
実
な
実
施
」に
基
づ
き
、
計

画
的
な
実
施
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
削
減
効
果
に
つ
な
が
っ
て

行
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
ま
た
、
施
設
管
理
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正（
平
成
15
年
６
月
６
日
成
立
、
同
月

13
日
公
布
）に
伴
い
、
指
定
管
理
者
制

度
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
公
の
施
設
の
管
理
の
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
管
理
を
実
現
す

る
た
め
、
管
理
主
体
を
公
共
団
体
、

公
共
的
団
体
、
一
定
要
件
を
満
た
す

出
資
法
人
に
限
ら
ず
、
民
間
事
業
者

に
よ
る
管
理
も
可
能
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
新
た
な
制
度
で
の

既
存
施
設
の
管
理
状
況
全
般
に
つ
い

て
点
検
し
、
本
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を
図
り
、
民
間
委
託
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

民
間
活
用
・
民
間
委
託

◎
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
運
営
の
見
直
し

　
検
討
結
果
と
し
て
、
懸
案
事
項
と

な
っ
て
い
た
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
運

営
委
員
会（
９
名
）に
対
し
、
同
施
設

の
運
営
方
法
等
に
関
し
て
の
基
本
的

考
え
方
に
つ
い
て
、
商
工
観
光
課
を

通
し
て
申
し
入
れ
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
利
用
可
能
な
期
間（
償

還
期
間
を
も
含
む
）は
継
続
し
て
開
放

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
回
答
で
あ

り
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
運
営
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
貸
館
業
務
に
移
行
す
る
こ
と
が
妥
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当
で
あ
る
と
の
結
論
が
出
さ
れ
て
お

り
、
運
営
委
員
会
と
同
一
見
解
で
あ

り
ま
し
た
。

　
本
件
は
、
あ
く
ま
で
も
経
費
節
減

を
目
的
と
し
て
提
言
さ
れ
た
事
項
で
あ

り
、
①
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
館
長

を
商
工
観
光
課
長
が
兼
務
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
管
理
委
託

し
、
可
能
な
限
り
の
経
費
節
減
を
図
る

方
向
で
進
め
る
。
②
自
主
事
業（
趣
味
的

講
座
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
等
）
に
つ
い
て
は
、

運
営
形
態
を
再
考
し
、
利
用
者
・
参
加

者
に
自
主
運
営（
受
益
者
負
担
）
し
て
も

ら
う
こ
と
と
す
る
等
の
取
り
ま
と
め
を

図
り
、
運
営
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
設

置
条
例
の
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
で
調
整
を
図
り
、
平
成
16
年
度
か

ら
の
実
施
が
可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
償
還
期
間
経
過
後（
７
年
後
）

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
度
合
い
、
経

過
後
の
利
用
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら

再
検
討
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

◎
保
育
再
編
計
画
の
確
実
な
実
施

《
大
平
町
保
育
所
経
営
移
譲
計
画
に
伴
う

進
捗
状
況
》

・
平
成
15
年
８
月
15
日
に
方
針
案
等
に

つ
き
ま
し
て
、
県
と
の
協
議
。

・
そ
の
後
、
市
長
部
局
に
お
い
て
、
財
産
・

人
事
・
財
政
等
の
諸
問
題
の
協
議
。

・
平
成
15
年
10
月
31
日
、
市
長
決
裁
。

・
同
日
市
内
５
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
、

経
営
移
譲
に
係
る
説
明
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
11
月
10
日
ま
で
に
市
内

３
法
人
よ
り
経
営
移
譲
の
希
望
申
請

受
理
。

《
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
今
後
の
日
程
》

・
平
成
15
年
11
月
４
日
〜
12
日

市
内
公
立
保
育
所
職
員
説
明

・
11
月
５
日
〜
12
日周

辺
町
内
会
長
説
明

・
11
月
11
日
〜
13
日

３
法
人
保
育
園
の
現
場
状
況
調

査
・
見
学

・
11
月
19
日
　
大
平
町
保
育
所
保
護
者
説
明
会

・
12
月
２
日
　
市
議
会
全
員
協
議
会
説
明

・
12
月
12
日

条
例
の
一
部
改
正
議
案
（
大
平
町
保

育
所
の
廃
止
）
上
程

同
議
案
（
大
平
町
保
育
所
の
廃
止
）
可
決

・
12
月
19
日
　
移
譲
先
決
定

・
平
成
16
年
１
月
中
旬

経
営
移
譲
の
契
約
締
結

・
１
月
下
旬

移
譲
相
手
保
育
園
保
育
士
等
採
用
決
定

採
用
保
育
士
の
訓
練
期
間

（
下
旬
〜
３
月
末
ま
で
）

・
２
月
　
経
営
移
譲
引
継
準
備

・
３
月
　
経
営
移
譲
式
（
大
平
町
保
育
所
内
）

・
平
成
16
年
４
月
１
日
　
経
営
移
譲

　
今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ま
へ
は
、
定
期

的
に
行
政
改
革
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、

当
紙
面
上
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
報
告
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
総
務
課
事
務
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
４
６

　
大
寒
も
近
づ
き
、
寒
さ
も
よ
り
厳
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
雪
に
よ
る
事

故
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
家
の
周
囲
の
雪
か

き
、
雪
下
ろ
し
の
際
の
事
故
が
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
雪
に
よ

る
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
落
雪
・
ツ
ラ
ラ
・
雪
か
き
〉

・
落
下
し
そ
う
な
屋
根
雪
や
ツ
ラ
ラ

（
特
に
窓
周
辺
に
注
意
）
に
気
付
い
た

ら
早
め
に
落
と
し
て
お
く

・
人
通
り
の
あ
る
道
に
雪
や
ツ
ラ
ラ
が

落
ち
る
場
合
は
、
立
看
板
等
を
設
置

し
、
通
行
人
に
注
意
を
促
す

・
通
行
中
は
足
下
ば
か
り
で
な
く
、
頭

上
に
も
気
を
配
る
よ
う
心
が
け
る

・
子
ど
も
た
ち
に
は
軒
下
近
く
で
は
遊

ば
な
い
よ
う
、
普
段
か
ら
注
意
を
し

て
お
く

・
雪
か
き
の
際
に
は
、
周
囲
の
状
況
を

十
分
に
確
認
し
な
が
ら
作
業
す
る

・
除
雪
中
の
作
業
車
に
は
、
近
づ
か
な

い
よ
う
に
す
る

〈
雪
下
ろ
し
作
業
〉

・
命
綱
を
使
用
し
、
見
張
り
方
と
の
共

同
作
業
を
行
う
等
、
多
人
数
で
作
業

を
す
る

・
雪
下
ろ
し
の
際
、
屋
根
雪
の
落
下
場

所
近
く
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る

　
こ
の
時
期
は
、
雪
道
で
の
転
倒
や
車

の
ス
リ
ッ
プ
事
故
等
た
く
さ
ん
の
危
険

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
十
分
に
気
を
つ
け
、

未
然
に
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
火
事
や
地
震
な
ど
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
、
家
の
ま
わ
り
の
雪
は

普
段
か
ら
片
づ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
総
務
課
防
災
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
４
７

雪
に
よ
る
事
故
に
ご
注
意
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
を

応
援
し
ま
す
！

◎
こ
ん
な
疑
問
・
こ
ん
な
悩
み
を
お
持

ち
の
方

・
新
し
く
店
を
始
め
た
い
・
新
し
く
事

業
を
起
こ
し
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
め
ば
よ
い
か
？

・
今
流
行
の
『
１
円
か
ら
会
社
を
起
こ

し
た
い
』
そ
の
た
め
に
は
？

・
自
分
の
企
業
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
。

企
業
診
断
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
国
や
県
な
ど
の
中
小
企
業
に
対
す
る

支
援
制
度
で
利
用
で
き
る
も
の
は
？

等
々

〈
事
業
内
容
〉

　
開
業
予
定
の
方
や
、
既
存
事
業
の

経
営
革
新
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
々

の
た
め
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

各
種
課
題
の
解
決
に
向
け
て
き
め
細

や
か
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

・
窓
口
相
談
、
専
門
家
派
遣
、
企
業
経
営

に
か
か
わ
る
情
報
提
供
等
の
実
施

・
新
規
開
業
特
別
貸
付
（
無
担
保
、
無
保
証

人
、
限
度
額
550
万
円
）
の
紹
介

〈
受
付
内
容
〉

・
新
規
開
業
、
創
業
　
・
経
営
革
新

・
中
小
企
業
活
性
化
　
・
産
官
学
連
携

〈
相
談
時
間
〉

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
む
つ
商
工
会
議
所
内
）

�

22－

２
２
８
３
内
線
７
１
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〈
対
象
〉

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
18
才
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母（
ま
た
は
養
育

者
）
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
父
母
が
離
婚
し
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童

・
父
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明
の
児
童

・
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童
（
捜
索
願
を
出
し
て
い
る
が
見
つ

か
ら
な
い
場
合
）

・
未
婚
の
母
（
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

出
生
し
た
児
童
で
現
に
母
が
事
実
上
の
婚

姻
関
係
、
内
縁
関
係
に
な
い
と
き
）

・
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

・
父
が
政
令
に
定
め
る
障
害
の
状
態

（
国
民
年
金
法
お
よ
び
厚
生
年
金
法
に
よ
る

障
害
等
級
の
１
級
程
度
）
に
あ
る
児
童

〈
支
給
〉

　
母（
ま
た
は
養
育
者
）
の
所
得
金
額
お

よ
び
同
居
し
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
扶
養
義
務
者
の
所
得
金
額
に
よ
り

支
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。

・
支
給
額
…
４
万
２
千
円
〜
９
千
910
円

　
第
２
子
…
…
…
…
…
…
５
千
円
加
算

　
第
３
子
以
降
…
…
…
…
３
千
円
加
算

※
上
記
の
支
給
額
は
、
支
給
要
件
に
至
っ
た

日
か
ら
５
年
程
度
で
す
。

　
５
年
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、
上

記
の
金
額
の
半
額
程
度
が
支
給
額
と

な
り
ま
す
。

〈
支
給
の
制
限
〉

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
支
給
額

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

・
受
給
資
格
者
が
、
児
童
の
監
護
ま

た
は
養
育
を
著
し
く
怠
っ
て
い
る

と
き

・
受
給
資
格
者
が
、
正
当
な
理
由
（
身

体
上
の
障
害
等
）
が
な
く
て
、
求
職
活

動
、
そ
の
他
厚
生
労
働
省
が
定
め

る
自
立
を
図
る
た
め
の
活
動
を
し

な
か
っ
た
と
き
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
手
当
を
受
け
て
い
る
母
が
婚
姻
し

た
と
き
（
法
律
上
の
結
婚
だ
け
で
な
く
、

事
実
婚
、
内
縁
関
係
、
同
居
、
児
童
の
父

以
外
の
男
性
と
の
金
銭
の
授
受
等
も
含
み

ま
す
）

・
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共

済
年
金
・
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
）（
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
に
、
受
け
て
い
な
い
場
合
も

含
み
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

・
児
童
が
父
と
生
計
を
共
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
（
離
婚
後
も
税
法

上
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
含

ま
れ
ま
す
）

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

・
児
童
が
結
婚
し
た
と
き

・
母
が
児
童
の
面
倒
を
み
な
く
な
っ

た
と
き

・
児
童
が
死
亡
し
た
と
き

・
そ
の
他

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
１
３
・
４
１
４

　
離
婚
や
父
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
、母
が
１
人
で
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

　
仕
事
に
就
き
、
子
ど
も
と
の
生
活
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
（
５
年
程
度
）、
児
童
扶
養
手
当
と
し

て
母
子
家
庭
の
方
々
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
離
婚
し
て
も
、
別
れ
た
父
親
の
児
童
に
対
す
る
扶
養
義
務
が
あ
り
ま
す
。
別
れ
た
父
親
は
、
児
童

の
た
め
に
養
育
費
を
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
事
務
所
で
は
、
母
子
自
立
支
援
員
が
家
庭
の
悩
み
、
就
職
の
悩
み
な
ど
の
相
談
に

の
っ
て
い
ま
す
。

母
子
家
庭
等
の
自
立
を
支
援
し
ま
す(

児
童
扶
養
手
当
制
度)

　
青
森
県
で
は
、
父
母
の
離
婚
や
死
亡

に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童
が
健
や
か
に
成
長

す
る
よ
う
、
児
童
を
養
育
す
る
父
ま
た

は
母
お
よ
び
児
童
に
治
療
費
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

〈
対
象
〉

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
18
才
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
父
母
が
離
婚
し
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
の
児
童

・
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

童
（
捜
索
願
い
を
出
し
て
い
る
が
見
つ
か
ら

な
い
場
合
）

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た

児
童
で
現
に
母
が
事
実
上
の
婚
姻
関

係
に
な
い
と
き
（
未
婚
の
母
）

・
父
が
政
令
に
定
め
る
障
害
の
状
態
（
国

民
年
金
法
お
よ
び
厚
生
年
金
法
に
よ
る
障
害

等
級
の
１
級
程
度
）
に
あ
る
児
童

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
場
合
は
、
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
手
当
を
受
け
て
い
る
父
ま
た
は
母
が

婚
姻
し
て
い
る
と
き
（
法
律
上
の
結
婚

だ
け
で
な
く
、
事
実
婚
、
内
縁
関
係
、
同
居
、

生
計
を
共
に
し
て
い
る
と
き
な
ど
（
男
女
ど

ち
ら
が
生
計
の
主
催
者
か
は
問
い
ま
せ

ん
）。）

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

・
児
童
が
結
婚
し
て
い
る
と
き

・
父
ま
た
は
母
が
児
童
の
面
倒
を
み
て

い
な
い
と
き

〈
支
給
制
限
〉

　
父
ま
た
は
母
の
所
得
金
額
お
よ
び
同

居
し
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
扶
養
義

務
者
の
所
得
金
額
に
よ
り
、
支
給
制
限

額
が
あ
り
ま
す
。
所
得
制
限
額
を
超
え

て
い
る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
申
請
〉

　
資
格
の
申
請
に
は
、
保
険
証
、
印

鑑
お
よ
び
担
当
係
で
指
定
す
る
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
支

給
は
申
請
受
後
に
、
資
格
お
よ
び
所

得
制
限
確
認
後
か
ら
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
１
３
・
４
１
４

父
子
家
庭
・
母
子
家
庭
へ
の

医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

税法上の

扶養親族

0

1

2

3

4

父または

母の所得額

2,342,000円

2,722,000円

3,102,000円

3,482,000円

3,862,000円

扶養義務者

所　得　額

6,216,000円

6,465,000円

6,678,000円

6,891,000円

7,104,000円
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市
で
は
、
来
年
４
月
か
ら
保
育
所

（
園
）
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。（
現
在
入
所

さ
れ
て
い
る
児
童
の
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）

◎
入
所
（
園
）
で
き
る
児
童

　
児
童
の
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
な
お
か
つ
同
居
の
親
族

等
が
児
童
を
保
育
で
き
な
い
場
合
、

入
所（
園
）が
で
き
ま
す
。

・
会
社
、
自
営
業
、
農
業
、
漁
業
、
内

職
等
で
働
い
て
い
る
場
合

・
病
気
に
よ
り
通
院
、
入
院
中
の
場

合
（
診
断
書
が
必
要
で
す
）

・
出
産
の
場
合
（
出
産
前
２
か
月
、
出
産

月
を
含
む
産
後
３
か
月
・
母
子
手
帳
が
必

要
で
す
）

・
病
気
等
の
家
族
を
看
護
し
て
い
る

場
合
（
家
族
の
診
断
書
が
必
要
で
す
）

◎
申
し
込
み
・
受
け
付
け

〈
入
所
（
園
）
の
決
定
〉

　
当
市
に
は
、
公
立
と
法
人
立
（
私

立
）の
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

　
保
育
内
容
は
同
じ
で
す
が
、
法
人

立
の
保
育
園
に
入
所
す
る
児
童
の
決

定
も
市
が
行
な
い
ま
す
。
な
お
、
入

所（
園
）の
決
定
は
３
月
上
旬
に
通
知

す
る
予
定
で
す
。

〈
保
育
料
〉

　
保
育
所（
園
）は
公
費
と
保
育
料
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
保
育
料

は
徴
収
基
準
に
基
づ
き
、
前
年
度
の

平
成
16
年
度
保
育
所
（
園
）
入
所
児
童
募
集
中
！

市
民
税
お
よ
び
前
年
の
所
得
税
に
よ

り
決
定
さ
れ
、
税
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
は
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
変
更

に
な
り
ま
す
。

◎
認
可
外
保
育
園
も
入
園
児
童
を
募
集

中
で
す

　
市
内
に
は
上
記
の
と
お
り
認
可
保

育
所（
園
）以
外
に
も
２
か
所
の
認
可

外
保
育
園
が
あ
り
ま
す
。
父
母
が
就

労
し
て
い
る
な
ど
の
入
園
要
件
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
直
接
保
育
園
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
保
育
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
１
５

【市内保育所（園）一覧】

〈
売
払
物
件
〉

・
物
件
１
（
旧
安
定
所
用
地
）

む
つ
市
新
町
二
八
六
番
三

宅
地
　
一
一
二
〇
・
〇
〇
㎡

（
約
三
三
八
・
八
〇
坪
）

・
物
件
２
（
旧
保
育
所
用
地
）

む
つ
市
川
守
町
三
五
五
番
一

宅
地
　
一
九
四
七
・
五
八
㎡

（
約
五
八
九
・
一
四
坪
）

〈
参
加
資
格
〉

　
む
つ
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
む
つ
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
法
人

〈
説
明
会
日
時
〉

２
月
３
日（
火
）午
前
10
時
〜

市
役
所
北
庁
舎
会
議
室

※
説
明
会
に
出
席
で
き
な
く
て
も
入
札
へ
の

参
加
は
可
能
で
す
が
、
入
札
参
加
希
望
者

は
必
ず
、
所
定
の
受
付
期
間
内
に
必
要
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
地
説

明
会
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

〈
入
札
参
加
申
込
み
の
受
付
期
間
〉

２
月
４
日（
水
）〜
２
月
16
日（
月
）

※
た
だ
し
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

〈
提
出
書
類
〉

・
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書

・
個
人
の
場
合
は
市
町
村
長
が
発
行

す
る
身
分
（
身
元
）
証
明
書

・
法
人
の
場
合
は
商
業
登
記
簿
謄
本

〈
受
付
場
所
〉
市
管
財
課
管
財
係

〈
入
札
日
時
〉

２
月
17
日（
火
）

・
物
件
１
　
午
前
10
時
〜

・
物
件
２
　
午
前
10
時
30
分
〜

〈
入
札
会
場
〉

市
役
所
北
庁
舎
会
議
室

〈
入
札
保
証
金
〉

入
札
金
額
の
５
／
100
以
上
に
相
当
す

る
金
額

〈
入
札
日
に
持
参
す
る
も
の
〉

一
般
競
争
入
札
参
加
証
・
印
鑑
・
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
・
入
札
保
証

金
の
領
収
書

〈
契
約
保
証
金
〉

契
約
金
額
の
１
／
10
以
上

〈
契
約
締
結
〉

落
札
決
定
の
日
か
ら
７
日
以
内

〈
所
有
権
移
転
〉

売
買
代
金
納
入
後
、
市
に
お
い
て
嘱

託
登
記
を
行
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
費
用
等
〉

　
売
買
契
約
書
に
貼
り
付
け
る
収
入

印
紙
お
よ
び
所
有
権
移
転
登
記
に
必
要

な
登
録
免
許
税（
収
入
印
紙
）
等
は
、
す

べ
て
落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
管
財
課
管
財
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
７
２

一
般
競
争
入
札
で

市
有
地
を
売
払
い
し
ま
す
（
２
物
件
）

※受け付けについては、市児童家庭課児童家庭係へご確認のうえ

お申し込みください。

※大平町保育所については、平成16年度より法人立となります。

保育所名

新 町 保 育 所

横迎町保育所

柳 町 保 育 所

緑 町 保 育 所

小川町保育所

大平町（保育所）

近 川 保 育 園

並 木 保 育 園

海の子保育園

白百合保育園

ゆきのこ保育園

希望の友保育園

くれよんハウス

定員

90

130

130

60

60

90

60

60

60

90

120

100

60

電話番号

22-1812

22-2802

22-1655

22-4015

22-1689

24-2294

26-2117

22-6500

25-2955

22-3703

24-4845

22-6637

33-1281

公
　
　
立

法
人
立
（
私
立
）

認
可
外
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雪道をもっと歩きやすく
みなさんのご理解とご協力をお願いします

除雪に関する問い合わせは

〈国道・県道〉

むつ県土整備事務所道路管理課

�22-8581内線264

〈市道・生活道〉

市土木課維持係

�22-1111内線612

小型除雪機と

運搬用の軽トラックを

無料で貸し出します

　歩道等の公衆用道路を確保するためのものですので、

個人の駐車場や敷地内道路には使用できません。

〈詳しくは〉

市土木課維持係

�22-1111内線612

　
市
で
は
、
除
雪
作
業
を
早
朝
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
除
雪
作
業
は
、
み
な
さ
ん
の
通
勤
通
学
の
た
め

①
バ
ス
路
線
な
ど
幹
線
道
路

②
交
通
量
の
多
い
通
学
路

③
住
宅
の
多
い
道
路

④
そ
の
他
の
生
活
道
路

　
と
い
う
優
先
順
位
で
作
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
円
滑
な
作
業
を
行
な
う
た
め

①
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

③
道
路
わ
き
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
や
、

　
敷
地
内
の
雪
を
車
道
や
歩
道
に
出

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

④
事
故
防
止
の
た
め
、
融
雪
溝
、
側
溝

　
の
フ
タ
は
き
ち
ん
と
閉
め
ま
し
ょ
う

⑤
作
業
内
容
に
よ
っ
て
は
、
交
通
規

　
制
を
行
な
う
場
合
が
あ
り
ま
す

※
事
業
所
等
で
、
市
雪
捨
場
（
真
砂
町
港
湾
施
設
）
を
利

　
用
さ
れ
る
場
合
は
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
土
木

　
課
維
持
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
平
成
16
年
度
の
指
名
競
争

入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

  

市
が
行
な
う
物
品
購
買
、
建
設
工
事

な
ど
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

  

申
請
書
類
は
、
申
請
手
続
き
の
要
項

に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
応
じ

て
必
要
な
書
類
を
取
り
揃
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

  

申
請
手
続
き
の
要
項
お
よ
び
申
請
書

様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
取
得
で
き
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
印
刷
し
た
も

の
を
希
望
の
方
に
は
有
償
（
実
費
程
度
）

に
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
定
期
審
査
の
中
間
年
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
平
成
15
年
度
の
申
請

を
受
理
さ
れ
た
業
者
の
方
は
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
提
出
資
格
〉

　
申
請
を
希
望
す
る
業
種
の
う
ち
、

工
事
請
負
に
つ
い
て
は
建
設
業
法
に

基
づ
く
許
可
お
よ
び
建
設
業
法
第
27

条
の
23
の
規
定
に
よ
る
経
営
事
項
審

査
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

〈
資
格
の
有
効
期
間
等
〉

　
平
成
16
年
度
の
審
査
の
結
果
、
資

格
を
得
た
場
合
の
有
効
期
間
は
１
年

間
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
書
類
提
出
後
、
書
類
の
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
都

度
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
資
格
の
有
効
期
間
内
で

あ
っ
て
も
納
税
証
明
書
そ
の
他
必
要
と

認
め
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
願
い
ま
す
。

〈
提
出
方
法
〉

　
持
参
、
郵
送
の
い
ず
れ
で
も
構
い

ま
せ
ん
が
、
市
外
の
業
者
の
方
は
な

る
べ
く
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
書
類
の
提
出
お
よ
び
問
合
先
〉

〒
０
３
５－

８
６
８
６（
住
所
不
要
）

む
つ
市
管
財
課
契
約
審
査
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
７
３
・
１
７
４

http://w
w

w
.city.m

utsu.aom
ori.jp/

む
つ
市
指
名
競
争
入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請

２
月
２
日
〜
２
月
27
日
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
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暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　
２
月
２
日
（
月
）
は
、
市
税
と
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
の
第
８
期
分
の

納
期
限
で
す
。

　
昨
年
の
７
月
中
旬
に
、
第
２
期
分
か

ら
第
10
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
第
８
期
分
の
納

付
書
を
お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
方
は
、
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町
内

会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
付

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
９
５
・
１
９
６

連
絡
所
お
よ
び
分
室
が

廃
止
に
な
り
ま
す

　
こ
の
た
び
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
田
名
部
連

絡
所
、
大
湊
連
絡
所
お
よ
び
川
守
町
分

室
は
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
本
紙
５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
今
後
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
の
利
便
性
の
代
替
と
し
て
左
記
の
方

法
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

①
…
市
税
の
納
付
は
、
便
利
な
金
融
機

関
（
郵
便
局
を
含
む
）
の
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
手
続
は
、
金

融
機
関
か
税
務
課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

②
…
①
の
ほ
か
、
各
町
内
会
な
ど
で
組

織
さ
れ
て
い
る
納
税
貯
蓄
組
合
へ
加

入
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
加
入
手

続
は
、
各
納
税
貯
蓄
組
合
か
税
務
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
…
ど
う
し
て
も
都
合
に
よ
り
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
や
税
務
課
の
窓
口
で

納
付
が
困
難
な
方
は
、
税
務
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
税
務
諸
証
明
書
の
申
請
は
、
税

務
課
窓
口
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�
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市
税
務
課
納
税
管
理
係
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１
内
線
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・
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９
６

　
む
つ
税
務
署
で
は
、
２
月
16
日
（
月
）

か
ら
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
の
土
・
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
『
確
定
申
告
相
談
』
を
実
施
し
ま

す
。
ハ
ガ
キ
に
よ
る
案
内
は
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
、

相
談
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
還
付

申
告
の
方
は
、
１
月
か
ら
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
受
給
者
で
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方
や
、

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
居
住

の
用
に
供
し
た
年
か
ら
10
年
間
所
得
税

が
軽
減
さ
れ
る
「
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
」
を
受
け
る
た
め
に
確
定
申
告
を

す
る
方
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
『
確

定
申
告
説
明
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
説
明
会
で
は
、『
平
成
15
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
の
手
引
き
』
に
よ
り
申
告

書
の
書
き
方
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
類

が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
当
日
ご
持

参
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
に
つ
い
て

　
青
森
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
が
、
平
成

16
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

①
課
税
の
目
的

　
産
業
廃
棄
物
税
は
、
産
業
廃
棄
物
の

発
生
の
抑
制
お
よ
び
そ
の
減
量
化
、
再

生
利
用
そ
の
他
適
正
な
処
理
の
促
進
に

関
す
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る

た
め
に
課
す
る
法
定
外
目
的
税
で
す
。

②
概
要

〈
納
め
る
人
〉

　
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
を
委
託
し
た
事

業
者
ま
た
は
自
ら
設
置
す
る
最
終
処
分
場
で

最
終
処
分
を
行
な
う
事
業
者
の
方
で
す
。

〈
課
税
の
対
象
〉

　
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
搬

入
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
量
に

応
じ
て
課
税
し
ま
す
。

〈
税
率
〉

　
最
終
処
分
場
に
搬
入
さ
れ
た
産
業
廃

棄
物
の
重
量
１
ｔ
に
つ
き
１
千
円
で
す
。

〈
徴
収
の
方
法
〉

　
最
終
処
分
業
者
の
方
が
産
業
廃
棄

物
の
搬
入
量
に
応
じ
て
税
を
徴
収
し
、

申
告
納
入
し
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
設
置

す
る
最
終
処
分
場
で
最
終
処
分
を
行
な

う
場
合
に
は
、
最
終
処
分
を
行
な
う
事

業
者
の
方
が
申
告
納
付
し
ま
す
。

※
産
業
廃
棄
物
と
は
、
事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の

う
ち
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど

産
業
廃
棄
物
処
理
法
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
を
い
い
ま

す
。
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
は
、
課
税
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
税
は
最
終
処
分
場
へ
の

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
資
源

と
し
て
再
（
生
）
利
用
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
最
終
処
分
場
に

搬
入
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
課
税
課

�
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８
５
８
１
内
線
２
０
７

▼
年
金
所
得
者
で
65
才
以
上
の
方

（
昭
和
14
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

〈
い
つ
〉
２
月
５
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
視
聴
覚
教
室

▼
年
金
所
得
者
で
65
才
未
満
の
方

（
昭
和
14
年
１
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
）

〈
い
つ
〉
２
月
５
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
視
聴
覚
教
室

▼
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
や
購
入
ま
た
は
増
改

築
し
、
平
成
15
年
中
に
入
居
し
た
方

（「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」
を
受

け
る
方
）

〈
い
つ
〉
２
月
６
日
（
金
）

①
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
視
聴
覚
教
室

※
ど
ち
ら
の
説
明
会
で
も
、
で
き
あ
が
っ
た

確
定
申
告
書
は
会
場
で
受
付
し
ま
す
の
で
、

当
日
提
出
さ
れ
る
方
は
、
筆
記
用
具
、
計
算

用
具
お
よ
び
申
告
に
必
要
な
書
類
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
調
査
部
門
個
人
課
税
担
当

�
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４
９
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確

定

申

告

説

明

会



( 1 1 )

平成16年度 市・県民税の申告相談
～できるだけ巡回相談日をご利用ください～

  市では、平成16年度市・県民税の申告相談を、２月12日から３月８日まで下記日程表のとおり行ないます。また、３月９日

以降は市税務課で行ないます。

　申告しなければならない方は、できるだけ市から送付される『申告のご案内』（１月30日送付予定）に記載されている日時・

会場で行なうようにしてください。申告書は、申告受付時に印刷するため送付しておりませんが、事前に記入される方、郵送で

申告される方へは申告書を送付いたしますので、お手数でも市税務課へご連絡ください。

　また、年金収入のみで確定申告の必要がなく、住民税が課税されない方（65才以上で年金収入が266万円以下の方、65才未

満で年金収入が98万円以下の方）へは『申告のご案内』を送付いたしませんが、これは、社会保険庁などから市に提出される

公的年金等支払報告書により年金額を確認できるため、わざわざ申告をいただく必要がないからですのでご安心ください。

　なお、土・日曜日は、市役所が閉庁のため申告相談は受付しておりませんので、指定された期日に都合の悪い方は、あらかじ

めお問い合わせください。

〈詳しくは〉

市税務課市民税係 �22-1111内線182～184

平成16年度 市・県民税申告相談日程表

月　　日

受付会場

2月12日（木）

海老川コミュニティセンター

２月13日（金）

海老川コミュニティセンター

２月16日（月）

海老川コミュニティセンター

２月17日（火）

市 公 民 館

２月18日（水）

市 公 民 館

２月19日（木）

長 寿 荘

２月20日（金）

市 公 民 館

２月23日（月）

近 川 集 会 所

２月24日（火）

市 公 民 館

受付時間

9:30～ 16:00

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

13:30～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 16:00

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

受付町内

海老川町

仲町

昭和町

下北町、港町、金曲一丁目、苫生町二丁目

緑町、若松町

大湊新町

大湊浜町

川守町

大湊上町

清平、名古平、南名古平、川代、烏沢、新田、上新田

南関根、北関根、水川目、美付、浜関根、出戸、高梨

大平町

宇田町

近川

奥内、浜奥内、中野沢、中野沢開拓

桜木町、大湊町

文京町、並川町

月　　日

受付会場

２月25日（水）

むつ下北観光物産館

２月26日（木）

むつ下北観光物産館

２月27日（金）

むつ下北観光物産館

3月 1日（月）

むつ下北観光物産館

３月2日（火）

大曲コミュニティセンター

３月3日（水）

下北文化会館

３月4日（木）

下北文化会館

３月5日（金）

下北文化会館

３月8日（月）

城ケ沢地区集会所

受付時間

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 16:00

9:30～ 11:30

13:00～ 15:00

受付町内

栗山町、女舘、尻釜、槌川目

本町、柳町一・二丁目、斗南岡、最花

田名部町、柳町三・四丁目

上川町、苫生町一丁目、樺山

横迎町一丁目、赤坂、和泉

横迎町二丁目、土手内

品ノ木

新町

金曲二・三丁目、金谷沢、一里小屋、大室平、神山、二又、今泉、石蕨平

大曲一～三丁目、南町、赤川町、南赤川町、松原町

美里町、山田町

金谷一・二丁目、松森町、荒川町

中央一・二丁目、真砂町、酪農、長坂

宮後、緑ケ丘、十二林、岩菜、旭町

小川町一丁目

小川町二丁目、松山町、小松ケ丘、越葉沢、落野沢

宇曽利川、堺田、新城ケ沢、永下

城ケ沢、泉沢、新之助、近沢、角違、大川目

◎申告しなければならない方

  平成16年１月１日現在、むつ市に住所があり、次に該当す

る方です。なお、⑦に該当する方や所得税の確定申告をする

必要のない方は、郵送で申告いただいても構いません。

①前年中（平成15年１月１日から12月31日まで）に所得があった方

②勤務先から給与支払報告書が提出されない方

③給与のほかに所得（営業、農業、不動産所得など）があった方

④中途退職などにより、年末調整をしていない方

⑤雑損控除や医療費控除を受けようとする方

⑥国民健康保険に加入している方

⑦前年中に所得がなかった方でも、扶養親族に該当しない方

◎申告しなくてもよい方

①税務署へ所得税の確定申告をした方

②勤務先から年末調整済の給与支払報告書が提出されている方

で、給与のほかに所得がない方

③年金収入のみで確定申告の必要がなく、住民税が課税されな

い方（65才以上で年金収入が266万円以下の方、65才未満で年金収

入が98万円以下の方）

※前年中に転入した方へも「申告のご案内」を送付いたしますが、勤務先

から年末調整済の給与支払報告書が市役所へ提出されている方は、申告

の必要はありません。



( 1 2 )

　12月24日（水）・サンタが家にやってきた！



( 1 3 )

　１月５日（月）・むつ市消防団出初式

　１月６日（火）・むつ市かきぞめ大会



( 1 4 )

　『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
・
気
づ
い
て
、

感
じ
て
、
変
わ
っ
て
』
こ
れ
が
む
つ
市

男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
の
タ
イ

ト
ル
で
す
。

　
本
計
画
の
趣
旨
、
基
本
理
念
、
基
本

目
標
、
基
本
施
策
、
施
策
の
方
向
等
に

つ
い
て
は
、
む
つ
市
政
だ
よ
り
で
１
回

目
（
平
成
15
年
２
月
25
日
）
か
ら
６
回

目
（
８
月
11
日
）
ま
で
、
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
方
ご

理
解
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
市
政
だ
よ
り
を
読
ん
で
、
強

い
関
心
や
意
見
、
疑
問
点
等
を
持
っ
た
、

年
齢
、
職
業
、
性
別
の
異
な
っ
た
人
々

か
ら
の
声
が
、
私
に
届
い
て
い
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
関
心
度
の
高
い
二
つ
を
紹

介
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
私
の
見
解
を
述

べ
て
み
ま
す
。

◎
男
女
の
役
割
分
担
意
識
の
解
消

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
従
事
し
て
い

る
職
種
や
年
齢
、
性
別
に
よ
っ
て
、

か
な
り
違
っ
た
意
識
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
第
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
る
五

十
歳
代
の
男
性
は
、
自
分
が
家
庭
の

経
済
を
全
面
的
に
支
え
て
い
る
の
だ

か
ら
、
女
性
が
家
事
や
家
族
の
世
話

な
ど
の
役
割
を
分
担
す
る
の
が
当
然

だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
四
十
歳
代
の
家
庭
で
、
自

分
が
夫
と
と
も
に
外
で
働
い
て
い
る
女

性
は
、
家
事
は
状
況
に
応
じ
、
家
族
で

役
割
分
担
を
決
め
て
自
然
体
で
や
っ
て

い
る
の
で
、
男
性
は
外
で
、
女
性
は
中

で
と
い
う
不
平
等
感
は
持
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
私
の
家
庭
で
は
、
家

事
そ
の
他
で
自
分
の
得
意
と
す
る
分
野

を
担
当
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、

不
平
等
感
も
な
く
不
満
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
時
と
し
て
量
的
に
差
が
あ
る
の
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
家
庭
内
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
男
女
の
役
割
分
担
も

家
族
間
で
話
し
合
っ
て
決
め
、
時
に
よ

り
、
事
情
に
よ
っ
て
は
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
社
会
や
職
場
に
お
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
男
性
優
位
の
意
識
が
強

く
、
有
能
な
女
性
が
正
し
く
評
価
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
不
平
等
感
を
持
つ
女

性
も
多
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
の
よ
う

　
む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
』
の
策
定
に
参
画
さ

れ
た
、
佐
々
木
さ
ん
か
ら
の
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

『
男
女
が
共
に
担
い
支
え
合
っ
て
』

む
つ
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員
　

佐
々
木
　
義
　
子

生
き
る
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る

映
画
『
ひ
っ
と
べ
』
青
森
初
上
映

　
身
近
な
生
活
や
文
化
活
動
を
通
し
て

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、

一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や

社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
契
機

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
ト
ー
ク
を
交
え

た
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
１
月
31
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時
10
分

ト
ー
ク
…
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

上
映
会
…
午
後
１
時
30
分
〜（
91
分
）

〈
ど
こ
で
〉

ア
ピ
オ
あ
お
も
り
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

（
青
森
市
）

〈
ど
ん
な
〉

・『
ひ
っ
と
べ
』
映
画
監
督
　
福
田
哲

也
さ
ん
の
ト
ー
ク
（
講
演
会
形
式
）

・『
ひ
っ
と
べ
』
上
映

〈
募
集
人
員
〉
230
名

〈
受
講
料
〉
無
料
・
無
料
託
児
あ
り

〈
申
込
方
法
〉

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
便
・
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
名
前
・
連
絡

先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
０－

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３
丁
目
17－

１

ア
ピ
オ
あ
お
も
り

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
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１
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０
７
３
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m
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〈
い
つ
〉
２
月
16
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
（
青
森
市
）

〈
ど
ん
な
〉

　
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
動
メ
ン

バ
ー
と
の
関
係
を
捉
え
直
し
、
関
わ

り
方
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
を
改
善
す
る

・
『
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム(

心
理
テ
ス
ト
の
一

種
）
』
に
よ
る
自
己
分
析

・
自
己
肯
定
、
他
者
肯
定

〈
い
つ
〉
２
月
17
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
（
青
森
市
）

〈
ど
ん
な
〉

　
活
動
を
長
期
的
に
継
続
す
る
た
め

に
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

・
判
断
保
留
と
傾
聴
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

課
題『
私
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
力

を
発
揮
す
る
た
め
に
大
事
な
こ
と

と
は
…
』

・
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〈
対
象
〉

　
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
ま

た
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
高

め
た
い
方

〈
定
員
〉
20
名

〈
受
講
料
〉
無
料
（
無
料
託
児
あ
り
）

〈
申
込
方
法
〉

　
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
便
・
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
お
名
前
・
連

絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
０－

０
８
２
２

青
森
市
中
央
３
丁
目
17－
１

ア
ピ
オ
あ
お
も
り

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７－

７
３
２－

１
０
８
５

０
１
７－

７
３
２－

１
０
７
３

�d
an
jo
@
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m
o
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『
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
』
受
講
生
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
　
　
　
　

　
　
　
　
〜
リ
ー
ダ
ー
に
も
と
め
ら
れ
る
も
の
〜

や
ま

も
と

し

づ

〈
講
師
〉
青
森
公
立
大
学
　
山
　
本
　
志
　
都
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な
状
況
か
ら
、
男
女
の
役
割
分
担
意

識
を
解
消
す
る
よ
う
な
施
策
の
早
期

推
進
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
育
児
、
介
護
等
を
共
に
担
え
る
環
境

づ
く
り

　
三
十
歳
代
半
ば
で
、
子
育
て
真
っ

最
中
の
女
性
が
、
職
場
で
勤
務
終
了

の
時
刻
が
迫
っ
て
く
る
と
、
頭
の
中

が
子
ど
も
の
こ
と
に
切
り
替
わ
り
、

ま
だ
仕
事
を
し
て
い
る
職
場
の
み
ん

な
の
視
線
を
感
じ
な
が
ら
、
後
ろ
め

た
い
気
持
ち
で
席
を
立
つ
の
が
と
て

も
つ
ら
い
こ
と
だ
と
、
深
刻
な
表
情

で
話
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
で
悩
み
や
不
満
を

抱
え
て
い
る
女
性
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
子
育
て
中
の
女
性
が
、
安

心
し
て
職
場
で
働
け
る
よ
う
に
、「
子

育
て
支
援
体
制
」を
充
実
し
、
働
く
女

性
の
職
場
環
境
の
整
備
の
実
現
を
望

む
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
、
社
会
的
に
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
介
護
に
つ
い
て
は
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
関
心
度
の
高
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
の
看
護

師
等
と
家
庭
内
の
女
性
の
役
割
だ
と

考
え
て
い
る
男
性
が
多
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
私
の
友
人
で
五
年
以

上
も
自
宅
で
病
床
に
あ
る
妻
の
介
護

を
し
て
い
る
、
す
ば
ら
し
い
男
性
が

い
ま
す
。
周
り
の
人
た
ち
の
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
に
対
し
て
、「
い
ざ
と
な
っ

た
ら
や
る
し
か
な
い
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
だ
れ
で
も
で
き
る

こ
と
だ
。
」と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
行
政
機
関
は
、
在
宅
介
護
の
相
談

や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
健
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
さ
ま
ざ
ま
用
意
し
て
い

ま
す
か
ら
、
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ん

で
共
倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
関

係
機
関
を
利
用
す
る
の
が
最
善
策
だ

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

◎
佐
野
房
さ
ん
の
座
右
の
銘
と
教
訓

　
「
平
成
15
年
度
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
あ
お
も
り
」の
第
三
分

科
会
で
は
、「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

支
援
し
、
能
力
と
個
性
を
活
か
せ
る
社

会
を
目
指
し
て
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

３
人
の
方
が
発
言
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
地
域
の
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め

に
田
子
町
農
業
委
員
に
自
ら
立
候
補
し

て
当
選
し
、
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て

い
る
佐
野
さ
ん
の
言
葉
が
、
今
で
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　「
男
性
に
左
右
さ
れ
な
い
女
性
の
自

立
を
目
指
す
」「
女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て

仕
事
の
責
任
を
転
嫁
し
て
は
い
け
な

い
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
具
現
化
に
向

け
て
ま
い
進
す
る
意
識
で
取
り
組
む
」

等
を
話
す
表
情
は
、
ま
さ
に
実
践
家
で

あ
り
、
活
動
家
だ
か
ら
こ
そ
の
威
厳
と

自
信
に
満
ち
た
も
の
で
し
た
。

　「
今
こ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
い
つ

で
き
る
？
だ
れ
が
や
る
？
　
今
、
自

分
が
や
る
し
か
な
い
」
が
座
右
の
銘

で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す

女
性
の
た
め
の
教
訓
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
佐
野
さ
ん
の
実
践
と
活
動

に
感
動
し
共
鳴
し
た
私
は
、
自
分
に

何
が
で
き
る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
む
つ
市
で
は
、
法
務
省
通
達
に
よ
り

平
成
16
年
２
月
１
日
か
ら
、
戸
籍
届
出

の
た
め
来
庁
さ
れ
た
方
の
『
本
人
確
認
』

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　『
本
人
確
認
』
は
、
虚
偽
や
、
な
り
す

ま
し
に
よ
る
戸
籍
届
出
の
防
止
と
戸
籍

制
度
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

戸
籍
届
出
の
際
、
窓
口
へ
届
出
に
来
ら

れ
た
方
や
戸
籍
届
出
書
に
記
載
の
あ
る

届
出
人
の
方
に
身
分
証
明
書
を
提
示
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
な
お
、
身
分
証
明
書
を
提
示
で
き
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
届
出
の
受
付
は

い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
身
分
証
明
書
を
提
示
で
き

な
い
方
や
来
庁
さ
れ
な
か
っ
た
届
出
人

の
方
に
は
、
届
書
受
理
後
に
『
届
出
が

あ
っ
た
』
旨
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
『
本
人
確
認
』
は
、
平
成
15
年
度

中
に
は
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
で
実

婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
な
ど
の

戸
籍
届
出
の
際
に
は
身
分
証
明
書
が

必
要
に
な
り
ま
す

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
身
分
証
明
書
が
必
要
な
届
出
〉

・
婚
姻
届
　
・
養
子
縁
組
届

・
離
婚
届
　
・
養
子
離
縁
届

※
前
記
以
外
で
も
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
身
分
証
明
書
の
種
類
〉

・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、

顔
写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の
身

分
証
明
書

※
各
市
区
町
村
で
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、届

出
さ
れ
る
市
区
町
村
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
市
民
課
記
録
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
１
３

事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

新
規
学
卒
求
人
提
出
の
お
願
い

　
来
春
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
う

ち
、
多
く
の
生
徒
は
地
元
就
職
を
希

望
し
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
多
数
の

高
校
生
は
就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
む
つ
公
共
職
業
安
定
所
管
内
で

は
、
11
月
末
現
在
で
142
名
の
青
森
県

内
就
職
希
望
者
の
う
ち
102
名
の
生
徒

が
未
だ
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い

と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
新
規
採

用
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

将
来
を
担
う
若
い
有
能
な
人
材
を
一

人
で
も
多
く
採
用
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
求
人
募
集
に
つ
い
て
特
段
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
規
学
卒
求
人
の
お
申
し
込
み
に

つ
い
て
、
事
業
主
の
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
公
共
職
業
安
定
所

�

22－
１
３
３
１
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００  は休館日です。
２月17日～ 26日まで蔵書点検期間のため休館日となります。

利用者の方へは大変ご不便をおかけしますがよろしくお願いします。

２月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

月

2
9
16
23

日

1
8
15
22
29

中島みゆき　歌でしか言えない世界

永遠のマレーネ・ディートリッヒ

ジ ャ イ ア ン ツ 愛

相沢盛夫のスノーボード驚異の上達法

スキー上達完全マニュアル

ビ ル マ 仏 教 遺 跡

ニッポンのごあいさつ絵葉書

お る

手づくりの立体カード

日本語と原語で歌う世界の名歌

アッバード、ベルリン・フィルの挑戦

隅 取 り

き こ え て く る よ

エ リ ザ ベ ス は 本 の 虫

き っ と 明 日 は

ラ・モネッタちゃんはあきらめない

い つ も お 兄 ち ゃ ん が い た

ドイツ人に敬愛された医師・肥沼信次

雪 国 の 自 然 と 暮 ら し

のら犬ゲンの首輪をはずして！

縄 文 土 器 を 焼 こ う

ズッコケ怪奇館幽霊の正体

かいけつゾロリとなぞのまほう少女

下 北 妖 怪 夢 袋

昭 和 初 期 の 津 軽

林 　 晃 三

和久本　みさ子

原 　 辰 徳

相 沢 盛 夫

立 風 書 房

伊 東 照 司

林 　 宏 樹

学 研

鈴 木 孝 美

野ばら社編集部

クラウディオ・アッバード

伊 藤 信 夫

なかえ　よしを

サラ・スチュワート

江 崎 雪 子

柏 葉 　 幸 子

アラン・アルバーグ

舘 沢 貢 次

市 川 健 夫

関 　 朝 之

宮 内 正 勝

那 須 正 幹

原　　　ゆたか

下北青年コラボレーションフェスタ実行委員会

成 田 吉 雄

【 芸術・スポーツ 】

【 児童書・絵本 】

【  郷土資料  】

金

6
13
20
27

土

7
14
21
28

木

5
12
19
26

火

3
10
17
24

水

4
11
18
25

角栄なら日本をどう変えるか

役人はなぜウソをつくのか

高校生一万人署名活動

世 界 紛 争 ・ 軍 備 地 図

若い人を犬死にさせないための未来経済学

「男だてら」に「女泣き」

子供を叱れない大人たちへ

闇に消される原発被曝者

行 儀 よ く し ろ 。

薫 へ

からだの毒消し生活術

３０日間でマスターできる右脳開発法

あなたを変える超「熟睡短眠」法

バイオマスが拓く２１世紀エネルギー

加速する温暖化の恐怖

手づくり井戸に挑戦！

リネンもニットも好きだから

四季の和のつるし飾り

デューク更家の美ウォーキングダイエット

じ っ く り 野 菜

し あ わ せ 豆 料 理

赤ちゃんがすやすやネンネする魔法の習慣

浜美枝農と生きる美しさ

メーカーさん、女性はこういうものが欲しいのよ！

ニッポン人には、日本が足りない。

新 野 哲 也

金 子 雅 臣

長 崎 新 聞 社

ダ ン ・ ス ミ ス

藤 原 直 哉

奥 山 和 弘

桂 　 才 賀

樋 口 健 二

清 水 義 範

蓮 池 秀 量

大 森 隆 史

キース・ハラリー

藤 本 憲 幸

坂 井 正 康

滝 本 敏 嗣

曽我部　正　美

菊 池 し ほ

ブ テ ィ ッ ク 社

デ ュ ー ク 更 家

枝　元　なほみ

大 庭 英 子

アネッテ・カスト・ツァーン

浜 　 美 枝

こ う 書 房

藤　　　ジニー

【 社会　・　文化 】

【 医学・健康・環境 】

【 料理・生活・園芸 】

だから、君に、贈る。

春 う ら ら 雪 の ん の

「競争相手は馬鹿ばかり」の世界へようこそ

ぼ ち ぼ ち い こ か

刑 事 マ デ ィ ガ ン

二 つ の 脳 を 持 つ 男

で ぶ の オ リ ー の 原 稿

オ ア シ ス

電 子 の 星

転 が し お 銀

号泣する準備はできていた

ク レ オ パ ト ラ の 夢

レ イ ン レ イ ン ・ ボ ウ

風 の ま つ り

蛇（ジャー）　上・下

黒 冷 水

自分でできるカウンセリング心理学

大 開 運 墓

宇 宙 の 仕 組 み

優柔不断な性格をアッという間に直す本

あ の 世 こ の 世

自 伝 の 書 き 方

高 円 宮 殿 下

年金・月２１万円の海外２人暮らし

海の向こうに何がある

佐 野 眞 一

斎 藤 大 雄

金　井　美恵子

森 毅

リチャード・ドハティー

パトリック・ハミルトン

エド・マクベイン

生 田 紗 代

石 田 衣 良

内 館 牧 子

江 國 香 織

恩 田 　 陸

加 納 朋 子

椎 名 　 誠

柴　田　よしき

羽 田 圭 介

福 島 哲 夫

沢 田 寛 徳

細 木 数 子

内 藤 誼 人

瀬戸内　寂　聴

石 田 修 大

久 能 　 靖

立 道 和 子

日比野　克　彦

【 文　　　　学 】

【 哲学・心理・宗教 】

【 歴史・伝記・紀行 】
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　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いし

ます。

　お正月を迎え新しい年となりました。今年８月、私の任期が

終わりむつ市を離れます。残念ですが、国際交流員という制度

は日本にしかありません。日本よりも他の国々の方が国際交流

員が必要かもしれません。しかし、現在、日本の『語学指導等

を行なう外国青年招致事業（JETプログラム）』だけが国際交

流員を採用しています。そして、この仕事はキャリアとして一

時的な仕事と良い体験となります。

　私は将来の仕事をまだはっきり決めていませんが、最近アメ

リカの法律学部に入学する試験『LSAT』のための勉強してい

ます。是非弁護士になりたいと言う訳ではないのですが、アメ

リカでは法律学部を卒業するといろいろな仕事をすることがで

きます。例えば、法律はもちろんですが経営、国際交流、NGO

（非政府組織）など、いろいろな職業に就く事が可能になるか

もしれません。また、ハーバード大学、コロンビア大学などの

一流大学を卒業すれば、望み通りの仕事に就く事ができます。

しかし、今のところ法律学部に進むかどうか分かりませんの

で、とりあえず日本で、日本語、日本の文化や日本の心の勉強

をしながら、LSATの勉強もします。

　ところで、この間日本の文化や心について考えさせる映画を

見ました。トム・クルーズと渡辺謙が主演する「ラストサムラ

イ」という映画です。実話ではありませんが、映像が綺麗です

し、視覚的にとても良くできた佳作だと思います。話が面白く

夢中になり感動しました。

　テーマは様々ありますが、全体的

に映画のテーマは日本においてのア

メリカの文化侵攻と言う話です。欧

米化の波が津波の様に日本に押し寄

せ、力強いビジネスマンが若い天皇

に強い影響を与え、侍の時代を終わ

らせます。

　みなさんは日本においての欧米化

をどう思いますか。最近、日本人が自

分の文化を忘れているのではないで

しょうか。若者達がだんだん日本の

芸術などについて興味を持たず、欧

下北文化会館・大ホール２月の催し物案内
�１日 （日）13:00～ ………………………………………《整理券》

第19回『むつ下北地区子ども会郷土芸能発表会』
�６日（金）～８日（日）10:00～16:00 ……………《入場無料》

科学体験こどもひろば『エネルギーサーカス』
�11日（祝）13:00～15:00 ………………………………《整理券》

ご入学おめでとう大会
�15日（日）12:30～16:00 ……………………………《全席指定》

第25回『むつ市婦人芸能発表会』
�29日（日）14:00～16:00 ……………………………《入場無料》

第23回『工藤陽子ピアノ教室発表会』

　国際交流員

ター・ディビット

侍 ～SAMURAI～
米の文化、スタイルなどに引っ張られているのではないでしょ

うか。他の文化や言語を勉強した方がいいと思いますが、自分

の文化を守りながらしないとあまり良くありません。

　日本に英語の流入もあります。どこを見ても横文字、外来

語、ローマ字などがあり、日本語の言語や英語を習う日本人に

対してはあまり良い影響を与えていないと思います。なぜかと

言いますと意味深い日本語（特に文書、漢字など）を忘れてし

まうおそれがあります。また、最近よく使われている英語（外

来語）の意味や文法が本当の英語の意味とは異なり、英語を言

おうとしている日本人がよく間違ってしまいます。例えば、

『Safety Driver』という言葉は英語ではありません。正しい英語

は『Safe driver』です。または、『Heartful』という言葉は英語

にはありません。どうでしょうか。日本の文化や日本語などは

グローバル化の犠牲になるでしょうか。

　侍の話に戻りますが、実際には侍はどのような人だったで

しょうか。この映画は特別だと考えるかもしれませんが、映画

の中で侍の１人が英語を流暢に話し、とても魅力のある人でし

た。慈悲の心を持ち自分の大敵を殺さず、自分の家で回復させ

ました。しかし、よく考えると幾人の実際の侍はただの略奪者

だったのではないかと思っています。実際の侍はどの様な行動

をしていたのでしょうか。この映画は佳作ですが、事実に対し

て考えなければならないかもしれません。

　侍の時代が閉幕して侍の文化や武士道が無くなったというわ

けではないでしょう。ですから、その文化や武士道はどの程

度、現在の日本に残っているのでしょうか。一つの考えは日本

刀がペンになり、日本のサラリーマンが現在の『侍』になりま

した。例えば、ビジネスの世界では名誉を失うと、自殺する人

もいますが、侍の切腹と似ていると思いませんか。そして、武

士の階級と同じように序列が残り、現在の昇進の基準が年齢に

なりました。

　とにかく、この映画を見ていろいろなこと

を考えました。日本、そして、世界は日々変化

しています。従って、良いかどうかは自分で判

断して友達や家族などと話し合った方がよく、

また面白い勉強になると思います。

　いつもご意見ご感想をお待ちしています。

よろしくお願いします。

森　山　良　子
コンサートツアー2004

４月７日（水）・下北文化会館大ホール
18:30開場　19:00開演

Ｓ席5,500円　Ａ席5,000円（税込・全席指定）

〈詳しくは〉

ギルドＣＳクラブ　�022-222-2033
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線732 市公民館 �24-1224
　保健体育課 内線742 市立図書館 �28-3500
※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり
ふるさとの文化財を守ろう

放
送
大
学
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
16
年
度
第
１
期

（
４
月
入
学
）
お
よ
び
『
大
学
院
修
士
科
目

生
』
の
学
生
募
集
を
行
な
い
ま
す
。。

〈
募
集
学
生
〉

・
教
養
学
部
生
…
15
才
以
上
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
入
学
で
き
、
幅
広
い
分
野

の
科
目
（
約
３
千
科
目
）
か
ら
希
望
す

る
科
目
を
選
択
し
て
学
べ
ま
す
。

・
大
学
院
・
修
士
科
目
生
（
１
学
期
間
〜

６
か
月
）
…
18
才
以
上
で
あ
れ
ば
だ

れ
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

〈
視
聴
方
法
〉
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
ス

カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
や
放
送

大
学
の
授
業
を
放
送
し
て
い
る
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
る
ほ
か
、
セ
ン

タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
で
授

業
の
再
視
聴
も
で
き
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉
２
月
29
日
（
日
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７
２－
38－

０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

�
０
１
７
８－

70－
１
６
６
３

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.u-air.jp/hp

『
文
化
財
防
火
デ
ー
』
に
伴
う

文
化
財
防
火
訓
練

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
法
隆
寺
金
堂
壁

画
が
焼
失
し
、
こ
れ
を
契
機
に
毎
年
１

月
26
日
を
『
文
化
財
防
火
デ
ー
』
と
定

め
て
い
ま
す
。

　
む
つ
市
で
は
１
月
26
日
午
前
10
時
か

ら
、
田
名
部
町
の
常
念
寺
に
お
い
て
文

化
財
の
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
常
念
寺
に
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財

『
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
』
を
は
じ
め
と

し
て
貴
重
な
文
化
財
が
保
管
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
当
日
は
『
火
災
防
御
訓
練
』、「
横
迎

町
保
育
所
幼
年
消
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る

『
火
の
用
心
』
の
呼
び
か
け
」
等
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課
文
化
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
７
３
３

親
子
ふ
れ
あ
い
村

『
雪
と
あ
そ
ぼ
う
』

　
下
北
少
年
自
然
の
家
で
は
、
歩
く
ス

キ
ー
を
使
っ
て
の
ス
キ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

や
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
、
氷
と
塩
を

使
っ
た
簡
単
で
美
味
し
く
で
き
る
『
こ

ろ
こ
ろ
ア
イ
ス
』
作
り
な
ど
、
親
子
で
楽

し
む
親
子
ふ
れ
あ
い
村
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
２
月
15
日
（
日
）

〈
ど
こ
で
〉
下
北
少
年
自
然
の
家

〈
対
象
〉
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

〈
定
員
〉
70
名

〈
申
込
締
切
〉
２
月
９
日
（
先
着
順
）

〈
そ
の
他
〉

　
参
加
費
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
下

北
少
年
自
然
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

県
立
下
北
少
年
自
然
の
家

�
０
１
７
５－

34－

５
８
５
８

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

『えんぶり』＆『雛人形展』

三内丸山遺跡『雪ランド2004』

弘 前 城 雪 灯 籠 ま つ り

十 和 田 湖 冬 物 語

第11回全国犬ぞり大会inつるた

期　　日

　1月 31日～　3月14日

　2月　7日・　8日

　2月　7日～ 11日

　2月　6日～ 29日

　2月　1日

開　催　地

（ 八 戸 市 ）

（ 青 森 市 ）

（ 弘 前 市 ）

（ 十 和 田 湖 町 ）

（ 鶴 田 町 ）

お問い合わせ

八 戸 市 博 物 館

三 内 丸 山 遺 跡

弘 前 市 立 観 光 館

十和田湖国立公園協会

鶴 田 町 観 光 協 会

電話番号

0 1 7 8 - 4 4 - 8 1 1 1

0 1 7 - 7 3 4 - 9 9 2 4

0 1 7 2 - 3 7 - 5 5 0 1

0 1 7 6 - 7 5 - 2 4 2 5

0 1 7 3 - 2 2 - 3 4 1 4
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昔
か
ら
穀
物
や
酒
、
油
な
ど
を
量
る
器

ま
す

具
に
枡
を
用
い
て
き
た
。
全
国
の
各
藩
・

領
地
で
は
地
方
枡
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、

秀
吉
の
太
閤
検
地
で
石
高
を
統
一
す
る
た

め
に
京
桝
の
触
れ
が
出
さ
れ
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
幕
府
は
、

東
（
江
戸
）
と
西
（
京
都
）
に
桝
座
を
用

け
、
桝
座
の
焼
印
の
な
い
私
製
の
枡
の

取
り
締
ま
り
を
行
な
い
、
桝
座
製
以
外

の
も
の
は
没
収
さ
れ
た
。

　
一
升
枡
は
方
四
寸
九
分
（
16
・
17
㎝
）、

深
さ
二
寸
七
分
（
８
・
91
㎝
）
で
あ
っ

て
、
公
定
枡
は
寸
法
が
規
定
さ
れ
て
方

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
21
）

〜
生
活
・
生
産
用
具
・
枡
（
民
俗
資
料
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

枡

形
で
あ
っ
た
。
桝
座
で
は
一
斗
、
七
升
、

五
升
、
一
升
、
五
合
、
二
合
五
勺
、
一
合

の
７
種
類
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
穀
用

と

お
け

の
斗
桶
（
斗
升
）
な
ど
は
認
め
て
い
な

か
っ
た
。
一
部
の
領
地
で
の
抵
抗
が
あ

り
、
実
際
は
取
り
締
ま
り
の
効
果
が
上

が
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
地
方
で
の
一
升
枡
は
容
器
が
八
合
ほ

ど
の
一
升
枡
で
、
布
令
に
か
か
わ
ら
ず

全
国
に
普
及
し
て
い
た
。

こ
め
び
つ

　
家
に
あ
る
米
櫃
か
ら
枡
で
米
を
量
っ

て
、
鉄
鍋
や
羽
釜
で
ご
飯
を
炊
い
た
の

は
昭
和
中
期
ま
で
で
あ
っ
た
。

※
米
一
升
は
約
１
・
５
㎏

①
弔
慰
金
・
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

・
道
路
交
通
に
よ
る
事
故
で
あ
れ
ば
、

日
本
全
国
ど
こ
で
起
こ
っ
た
も
の

で
も
対
象
に
な
り
ま
す

・
弔
慰
金
ま
た
は
見
舞
金
は
、
死
亡

ま
た
は
治
療
日
数
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
ま
す

・
弔
慰
金
（
死
亡
し
た
と
き
）

100
万
円

・
見
舞
金
（
通
院
・
入
院
）
２
万
円
〜
15
万
円

②
弔
慰
金
・
見
舞
金
を
支
払
い
で
き
な

い
場
合

・
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
る

も
の

・
無
免
許
運
転
、
酒
酔
い
お
よ
び
酒

気
帯
び
運
転
を
し
た
者
、
ま
た
は

そ
れ
を
知
り
な
が
ら
同
乗
し
た
者

・
地
震
等
の
天
災
に
よ
っ
て
生
じ
た

交
通
事
故
の
場
合

・
電
車
、
汽
車
、
航
空
機
、
船
舶
な
ど

に
よ
る
も
の

青
森
県
交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
▼
１
日
１
円
（
年
間
１
人
350
円
）
で
ご
家
族
の
安
心
を

　
　
▼
共
済
期
間
…
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日

③
請
求
期
間
…
事
故
の
日
か
ら
１
年
以
内

④
特
別
見
舞
金

・
交
通
事
故
が
も
と
で
２
年
以
内
に
自

動
車
損
害
賠
償
法
施
行
令
別
表
第
１

級
か
ら
３
級
各
号
に
掲
げ
る
障
害
に

な
っ
た
と
き
は
、
見
舞
金
の
ほ
か
に

50
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す

⑤
請
求
す
る
と
き
の
手
続
き

・
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行

の
交
通
事
故
証
明
書

・
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
整
骨
院
の

証
明
書
（
交
通
災
害
共
済
の
所
定
用
紙

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
）

・
死
亡
し
た
と
き
は
死
亡
診
断
書
ま

た
は
死
体
検
案
書

・
会
員
証

・
印
鑑

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
３
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春
　
夏
　
秋
　
冬

俳　句 短　歌

〈
業
務
内
容
〉
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
業
務

〈
募
集
人
員
〉
１
名

〈
応
募
資
格
〉

　
む
つ
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

第
１
種
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の
勤
務
が
可

能
な
方
で
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

・
司
書
ま
た
は
司
書
補
の
資
格
を
有

す
る
方
（
司
書
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

方
を
含
む
）

・
図
書
館
の
勤
務
経
験
を
有
す
る
方

・
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
方

〈
選
考
〉

①
第
１
次
選
考

　
書
類
審
査（
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
の
写

し
お
よ
び
作
文
）
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

②
第
２
次
選
考

　
第
１
次
選
考
に
合
格
し
た
方
に
対

し
て
面
接
を
行
な
い
ま
す
。

〈
提
出
書
類
〉

①
応
募
申
込
書
（
履
歴
書
）（
所
定
の
様

式
に
自
筆
記
入
）

②
司
書
、
司
書
補
又
は
司
書
教
諭
の

有
資
格
者
は
資
格
証
明
書
の
写
し

③
作
文
…
課
題
は
『
読
書
に
つ
い
て
』

で
す
。

　
用
紙
は
、
市
販
の
400
字
詰
め
原

稿
用
紙(

Ｂ
４
版)

を
使
用
し
、
概

ね
２
〜
５
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
。(

ワ
ー
プ
ロ
使
用
可)

〈
応
募
用
紙
〉

　
応
募
申
込
書（
履
歴
書
）用
紙
は
、

む
つ
市
立
図
書
館
、
む
つ
市
役
所
総

合
案
内
お
よ
び
む
つ
市
の
各
連
絡
所

で
配
布
い
た
し
ま
す
。

・
応
募
申
込
書
（
履
歴
書
）
用
紙
を
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
返
信
用

封
筒
（
長
３
封
筒
に
80
円
切
手
を
貼
付

し
宛
名
を
明
記
）
を
同
封
し
て
む
つ

市
立
図
書
館
宛
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
応
募
受
付
期
間
〉

１
月
21
日(

水
）〜
２
月
13
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
図
書
館
休
館
日
（
１
／
22
、
１
／

26
、
２
／
２
、
２
／
９
、
２
／
11
）
を
除
く
。

・
応
募
申
込
書
類
等
を
郵
送
す
る
場
合

は
、
表
書
き
に
『
奉
仕
員
応
募
』
と
明

記
し
、
２
月
13
日
（
金
）
午
後
５
時
ま

で
に
む
つ
市
立
図
書
館
へ
必
着
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
５－

０
０
７
３

む
つ
市
中
央
二
丁
目
３
番
１
０
号

む
つ
市
立
図
書
館

�

28－

３
５
０
０

平
成
16
年
度
む
つ
市
立
図
書
館
奉
仕
員
募
集
要
項

　
む
つ
市
教
育
委
員
会
で
は
、む
つ
市
立
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

犬
の
登
録
事
項
変
更
届
出

　
犬
を
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る
方

で
、『
転
居
届
出
』
ま
た
は
『
転
出
届
出
』

を
す
る
場
合
は
、『
犬
の
登
録
事
項
変
更

届
出
』
も
必
ず
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
、
転
居
届
出
を
し
た
方
ま
た

は
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
方
で

『
犬
の
登
録
事
項
変
更
届
出
』
を
し
て
い

な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

第
25
回
む
つ
市
婦
人
芸
能
発
表
会

　
む
つ
市
連
合
婦
人
会
で
は
、
各
地
区

婦
人
会
の
芸
能
発
表
会
を
行
な
い
ま
す
。

　
郷
土
芸
能
や
新
舞
踊
な
ど
の
発
表
が

あ
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉
２
月
15
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分
〜

〈
ど
こ
で
〉
下
北
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

〈
入
場
券
〉（
全
席
指
定
）

・
８
０
０
円
（
１
階
15
列
目
ま
で
）

・
７
０
０
円
（
１
階
16
列
目
か
ら
）

・
６
０
０
円
（
２
階
全
席
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
各
地
区
婦
人
会
か
下
北

文
化
会
館
へ
（
売
り
切
れ
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
連
合
婦
人
会（
市
公
民
館
内
）

�

24－

１
２
２
４

　  

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
二
段
ベ
ッ
ド
、
冷
蔵
庫
、
煙

突
ス
ト
ー
ブ

・
不
用
品
…
天
体
望
遠
鏡

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
４
３

ほ

あ
し
た

・
初
茜
祝
ぎ
つ
つ
は
り
戸
繰
る
早
朝
キ
リ
リ
冷
た
き
気
の
流
れ
入
る

新
井
田
　
栄
　
子

・
年
明
け
て
孫
が
汲
み
き
し
若
水
を
良
き
事
あ
る
を
祈
り
て
呑
み
干
す

川
　
岸
　
ト
セ
子

・
街
川
に
翼
大
き
く
君
臨
し
背
黒
鴎
は
暮
色
お
き
ゆ
く

山
　
本
　
博
　
子

・
大
杉
の
梢
ゆ
れ
れ
ば
ふ
る
さ
と
の
海
が
し
け
る
と
父
の
お
し
え
き

吉
　
田
　
む
つ
子

・
初

風

呂

や

知

人

に

似

た

る

声

響

く

葛
　
西
　
深
生
子

・
初

風

呂

に

朝

日

さ

し

こ

み

玲

瓏

と

国
　
分
　
　
　
護

※前回の津田美代さんの短歌

　『立冬の岩に一本残りたるコスモスの花いたわり摘みぬ』を

　『立冬の庭に一本残りたるコスモスの花いたわり摘みぬ』に訂正いたします。
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【冬季イベントのお知らせ】
　２月８日（日）に冬季イベントを開催いたします。当日は

無料開放となりますので、ご家族やお友達を誘って、お気軽

にお越しください。また、当日来館してくれた先着100名

のお子様には素敵なプレゼントがあります。

《アニメ上映》

ディズニー映画『ファインディング ニモ』（101分）

上映時間　①10:00～　②12:20～　③14:40～

《ちびっこ工作教室》

・『ビー玉万華鏡をつくろう！』（各先着30名様）

受付時間　9:30～14:50

開催時間　①10:20～11:20　②12:40～13:40　③15:00～16:00

・『ロボット貯金箱をつくろう！』（先着30名様）

受付時間　9:30～9:50

開催時間　10:00～11:00

《探求コーナー》

・『超低温の世界を調べよう』　開催時間　11:45～12:15

【２月コミュニケーションシアターのご案内】
　コミュニケーションシアターでは、２月から『偉人たちの

夢　レオナルド・ダ・ヴィンチ』を上映いたします。歴史に

名を残したレオナルド・ダ・ヴィンチ。彼は、どんなきっか

けで研究の道に入り、どんな過程を経て偉大な発明や発見

にたどりついたのか。語り手が絵をふまえながらわかりや

すく紹介しています。ご来館の際には、コミュニケーション

シアターへもお越しくださいませ。

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
そ
り
な

ど
、
冬
の
遊
び
を
楽
し
み
た
い
方
、
軽

い
お
食
事
と
共
に
国
際
交
流
に
参
加
し

た
い
方
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
、

〈
い
つ
〉
２
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
（
受
付
午
前
８
時
30
分
）

〈
ど
こ
で
〉
む
つ
市
民
体
育
館

〈
試
合
要
項
〉

①
１
チ
ー
ム
３
名
に
よ
る
団
体
戦
と

す
る
。

②
団
体
戦
は
、
単
・
複
・
単
の
順
と
す

る
。（
例
）
Ａ
・
Ｂ
Ｃ
・
Ｃ

③
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
３
〜
４
チ
ー
ム
で

予
選
を
実
施
し
、
１
位
を
Ａ
グ

ル
ー
プ
、
２
位
を
Ｂ
グ
ル
ー
プ
、
３

位
４
位
を
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
各
ク
ラ
ス
の

入
賞
チ
ー
ム
決
定
す
る
。

④
個
人
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
で
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
。

〈
参
加
料
〉

１
チ
ー
ム
３
千
円（
個
人
参
加
者
は
１
千
円
）

〈
申
込
締
切
〉
２
月
７
日
（
土
）
厳
守

〈
そ
の
他
〉

　
昼
食（
弁
当
５
百
円
）希
望
者
は
当

日
受
付
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

川
西
宏
樹

�

22－

２
１
７
６（
午
後
５
時
ま
で
）

�
０
９
０－

３
７
５
４－

６
５
４
０

22－
２
１
７
７
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
憲
猷�

22－

１
５
４
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

第
21
回
木
曜
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
卓
球
大
会

下
北
国
際
ふ
れ
あ
い
会 

釜
臥
ス
キ
ー
場
親
睦
会

〈
い
つ
〉
２
月
19
日
（
木
）午

後
６
時
集
合

※
親
睦
会
は
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
ト
ム
の
家
（
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
）

〈
会
費
〉
１
千
円
〜
１
千
500
円

※
当
日
決
定
と
な
り
ま
す
。
参
加
申
込
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

※
リ
フ
ト
代
は
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
。
事

故
、
ケ
ガ
に
関
し
て
、
当
会
で
は
一
切
の
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉
２
月
12
日(

木
）

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
役
所
秘
書
課
内
国
際
交
流
員

タ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ト

�

22－

１
１
１
１
内
線
１
６
３

（
月
〜
金
曜
、
午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
）
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１月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1�ローリー価格

　　　　　　☆18�配達価格

<ＬＰガス >　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１�現金

　　　　　　☆軽油１�現金

今月平均

45円

855円

4,104円

6,579円

103円

83円

価格の幅

39～47

 702～ 945

3,990～4,250

6,405～6,615

 97～109

 78～ 89

前月平均

（45円）

（855円）

（4,104円）

（6,579円）

（104円）

（83円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

福
　
　
祉

�
平
成
15
年
度
第
４
回
介
護
教
室

〈
い
つ
〉
１
月
27
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

〈
ど
こ
で
〉

み
ち
の
く
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

　
在
宅
医
療
と
介
護
保
険
　
介
護
保

険
を
利
用
し
て
の
在
宅
医
療
に
つ
い

て
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

み
ち
の
く
荘
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

加
藤 

�

23－

７
０
７
０

住

ま

い

�

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

〈
申
込
締
切
〉
１
月
30
日
（
金
）

〈
入
居
予
定
日
〉
４
月
１
日
（
木
）

〈
募
集
予
定
の
県
営
住
宅
〉

・
昭
和
団
地
…
…
…
…
…
…
…
２
戸

・
金
谷
団
地
…
…
…
…
…
…
…
４
戸

〈
入
居
者
の
選
考
方
法
〉

　
入
居
者
資
格
を
審
査
の
う
え
、
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に

よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
中
堅
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
も
募
集
中
で
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課

�
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８
５
８
１
内
線
２
７
５

ペ

ッ

ト

�

『
知
っ
て
お
き
た
い
ペ
ッ
ト
の

寄
生
虫
』
講
演
会

　
ペ
ッ
ト
の
寄
生
虫
は
ペ
ッ
ト
の
健
康

を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
身
近
に
接
す

る
人
に
う
つ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
知
識
で
ペ
ッ
ト
と
の
生
活
を

よ
り
楽
し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
！

〈
い
つ
〉
２
月
29
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
講
師
〉
バ
イ
エ
ル
株
式
会
社
動
物
用
薬
品
事
業
部
　

中
　
村
　
秀
　
樹
　
氏

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
定
員
〉
100
名
（
先
着
順
）

〈
申
込
締
切
・
方
法
〉

２
月
20
日（
金
）ま
で
に
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
支
部
獣
医
師
会�

23－

６
８
５
８

む
つ
市
民
大
学
基
本
コ
ー
ス

〈
い
つ
〉
１
月
29
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館
講
堂

〈
テ
ー
マ
〉

生
活
と
電
気 

〜
電
気
の
役
割
〜

〈
講
師
〉
東
北
電
力
㈱
む
つ
営
業
所
所
長

田
　
中
　
　
　
洋
　
氏

※
申
込
は
不
要
で
す
。
市
民
大
学
登
録
者
以

外
の
方
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
公
民
館

�
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１
２
２
４

総合健診申し込み受付中
　基本健診と各種がん検診（胃・大腸・肺・子宮・乳・甲状腺

がん）のうち希望するものを１日で受けることができます。

〈い　つ〉３月２日（火）

〈どこで〉むつ漁業協同組合

〈受付時間〉

基本健診、胃・大腸・肺がん検診……午前７時30分～８時

子宮・乳（甲状腺）がん検診………午後０時30分～１時30分

〈対象者〉40才以上の方　※子宮・乳がん検診は30才以上

〈定員〉60名（先着順）

〈健診料〉

基本健診 …………1,300円　　肺がん検診 ………　200円

胃がん検診 ………　900円　　大腸がん検診 ……　500円

子宮がん検診 ……　600円　　乳（甲状腺）がん検診 …　300円

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課予防係 �22-1111内線445

日本脳炎予防接種
　日本脳炎予防接種を下記日程で実施します。対象になる方

は、予診票と母子手帳を持参し、会場へお越しください。対象

の方には個別に通知いたします。以前通知をもらって未接種の

方も対象です。

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課予防係 �22-1111内線445

実施日

２月20日（金）

２月24日（火）

２月26日（木）

受付時間

12:45～ 13:00

12:45～ 13:30

12:15～ 13:00

会　場

下北文化会館

下北文化会館

下北文化会館

※70才以上の方、市民税非課税世帯および

生活保護受給中の方は健診料が無料です。
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★　3日（火）
　　海上自衛隊弾薬整備補給所 10:30～ 12:00
　　　　　　　大 湊 病 院 13:00～ 14:00
　　　　　　　大 湊 航 空 隊 14:30～ 16:30
★　9日（月）
　　日本原子力研究所むつ事業所 10:30～ 12:00
　　航空自衛隊大湊分屯基地 13:30～ 16:30
★ 24日（火）
　　下北交通株式会社 10:30～ 12:00
　　老人保健施設はまなす苑 13:30～ 14:30
　　特別養護老人ホーム恵光園 15:00～ 16:30

これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

２月６日

２月６日

２月24日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後７時から午後10時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

菊 　 池 　 医 　 院 � 24-1276

佐 藤 小 児 科 医 院 � 22-3828

北 　 村 　 医 　 院 � 22-2135

ふじた脳神経クリニック � 24-5557

三 　 上 　 医 　 院 � 22-1011

中村眼科クリニック � 22-2512

☆　１日（日）

☆　８日（日）

☆11日（祝）

☆15日（日）

☆22日（日）

☆29日（日）

２ 月 の 在 宅 当 番 医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年６月生まれおよび平成15年10月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

２月25日（水）
10 :10～10 :20

赤ちゃん教室（遊び）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

２月25日（水）
13:30～13:20

10か月児健康診査

対象児は、平成15年４月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

２月27日（金）
12 :40～12 :50

１才６か月健康診査

対象児は平成14年７月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

２月17日（火）
13 :00～13 :20

２才児歯科健康診査

対象児は平成13年８月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

２月10日（火）
13 :00～13 :20

３才児健康診査

対象児は平成12年８月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

２月３日（火）
12 :00～12 :20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

２月の健康相談（糖尿病）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が糖尿病について

のご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線443

毎週月曜日
13 :00～15 :00

毎週火～金曜日
13 :00～15 :00

２ 月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

　
対
象
者
は
平
成
15
年
４
月
１
日
〜
平

成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
才
・
50
才

に
到
達
さ
れ
た
方
と
こ
れ
か
ら
到
達
さ

れ
る
方
限
定
と
な
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉

　
歯
科
医
院
と
相
談
の
う
え
、
都
合

の
よ
い
と
き
に
。

※
受
診
は
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉
市
内
の
歯
科
医
院

※
受
け
ら
れ
る
歯
科
医
院
一
覧
を
後
日
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

〈
ど
の
よ
う
に
〉

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
健
康
推
進

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
受
診
方
法
の
お
知
ら
せ
と
歯
科
医
院

へ
持
参
す
る
書
類
一
式
を
お
送
り
し
ま
す
。

自
分
の
歯
に
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う

歯
周
疾
患
検
診
を
無
料
で
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係

�
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　１月11日（日）・むつ市成人式

( 2 4 )
　   『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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